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はじめに

この年報は1 9 8 5 年度に行った当研究所の事業・調査・研究活動の概要をまとめた

ものである。もともと研究所年報は単なる事業要覧ではすぐ屑龍行きになりかね

ないので，研究成果のわかり易い速報を中心にしようということからはじまった。

1 9 5 8 年度を第１号として今回で2 9 号目を迎え，その間に形もすっかり定着して，多

くの方々に御支持頂いているものと信じている。ただ創刊以来表紙を飾ってきた当

初の庁舎建築は，研究所が平城宮跡脇に移転したあと重要文化財に指定され，修理

の手を加えて，来年度には奈良国立博物館の仏教美術センターとして活用されるこ

とになっているので，シンボルマークとしてはこれが妓後になりそうである。

1 9 8 5 年度の活動も今まで以上に忙しく，また多方面にわたっている。飛鳥地域で

は飛鳥浄御原宮を求めて石神遺跡の発掘を続けているが，未だ核心をつかむには至

らない。藤原京の左京六条三坊は今まで永くプレハブ暮しであった飛鳥・藤原宮跡

発掘調査部の新庁舎を建設する予定地の事前調査で，京内では初めての大面積の発

掘である。藤原京造営時の古墳改葬を証する朱雀大路跡の調査などとも併せて，京

内の条坊・宅地の状況が次第に明らかになりつつある。

平城宮では前年発見の大嘗宮遺跡が３時期の重なりをもつこと，第一次および第

二次朝堂院の並立を物語る, 両者を連結するＩ| I } 塀が検出されたことなど, 宮の構成に

関する従来の知見に再検討を迫る新発見があった。また平城京内の坪の調査で3 2 分

の’ 町の宅地割がはじめて確認された成果も大きい。そのほか南都諸大寺の調査，

町並・社寺など文化庁と協同しての調査が着実に進められている。

飛鳥資料館では開館' 0 周年記念として「日本と韓国の塑像」展が開かれた。近年

韓国との交流が人・物の両面で一層盛んになりつつあるが，飛鳥という特別な立地

条件を生かしながらさらに深めてゆきたいものである。

埋蔵文化財センターが課題としている開発的研究では，年輪年代学が紀元前3 7 年

から現代まで2 0 2 1 年分に及ぶ暦年標準パターンを完成させたのがいささか自慢でき

よう。こんご文化財の年代判定の大きな武器となることが期待される。

近年の厳しい国家財政の中で，当研究所の人員・予算も困難な道を歩まざるを得

ない状況におかれているが，所興一同懸命な努力を続けており，従来にも増して各

方面の温かい御支援と御鞭漣をおl 頓いする次第である。

１９８７年２月

１

奈良阿立文化財研究所長

鈴木嘉 吉



飛鳥地域の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1 9 8 5 年度，飛鳥藤原宮跡発掘調査部では，飛鳥地域において，石神遺跡，飛鳥寺跡，坂田寺

跡など1 0 件の発掘調査を実施した（1 4 頁参照) 。以下に主要な調査の概略を報告する。

1 ．石神遺跡第５次調査

「須弥山石」「石人像」の出土地として有名な石神遺跡は，斉明朝の饗宴の場，天武朝の飛鳥

浄御原宮跡に推定されてきた。この地域の性格を明らかにするため，1 9 8 1 年以後，継続的に

調査を実施してきた。これまでの４回の調査の結果，石神遺跡とその周辺には，７世紀代の遺

構が，大きく４期にわかれて，きわめて複雑に重複していることが確認されている。その各期

は，前代の遺構を大改造して営まれた性格を異にする遺跡でありながら，飛鳥寺や水落遺跡と

は，ほぼ同じ位置に建つ東西塀によって区分けされているの第５次調査は，大規模な井戸を検

出した第４次調査区に北接する水田で実施した。検出した遺構には縄文時代から中世に至る時

期のものがあるが，ここでは，過去４回の調査成果と同じく４期に大別される７．世紀中頃から

８世紀初頭にかけての遺構について述べる。なお，調査地の小字名はハリワケであるが，従来

飛鳥地域調在位満図

２

の調査地と一連の遺跡であ

ることから，石神遺跡の名

称は変更しないｎ

Ａ期の遺構第４次調査の

井戸ＳＥ８００を中心に変遷

する遺構で，重複関係から

２期に細分されるｎＡ－１

期には，掘立柱建物S B

8 5 0 ，石組溝S D3 3 2，石組

溝ＳＤ９００，石敷ＳＸ９２０

があるが，この時期の遺構

は，のちの石敷や整地土に

覆われていて，その全貌が

明らかでない。調査区の中

央にある東西陳建物S B

850は，鼎桁行10間（総長21 . 6

ｍ) ，梁行２間（総長4 . 8ｍ）

の規模で，この東には石組

溝ＳＤ３３２が南北に流れ
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Ａ－２－２期の改造は，建物ＳＢ８７０を廃し，井戸ＳＥ８８０からの排水路として石組溝ＳＤ

る。建物の西には第４次調査区の井戸ＳＥ８００からの排水を兼ねた石組溝ＳＤ９００があるｏ

ＳＤ９００は幅０．６ｍ，深さ０．７ｍで，ＳＢ８５０の西側までは開渠であるが，それ以北は暗渠と

なっている。開渠部分には一部に底石が残り，溝の周辺には石敷ＳＸ８９５が勝へ向かって緩や

かに傾斜して敷かれている。調査区西端の石敷ＳＸ９２０は後の石敷ＳＸ８８０の下約5 0 c mにある

が，わずか数石を検出したにすぎない。

Ａ－２期には調査区西端に南北の長廊状建物ＳＢ８２０が建ち，その東にも建物が建ち並び，

遺跡の様相は一変する。この時期の巡構は建て替えなどから，さらに２つの小期に分けられる。

Ａ－２－１期には長廊状建物ＳＢ８２０の東に，３棟の建物が柱筋を東西にほぼ揃えて建てら

れる。東端のＳＢ８５５は‘ 桁行４間（８ｍ) ，梁行３間（推定5 . 5 ｍ）の南北棟である。この建物

が石組溝ＳＤ３３２を廃して建てられていることから，第４次調査で検出した石組溝ＳＤ７３０の

敷設の時期は，この時期と考えられる。調査区中央の東西棟建物ＳＢ８６０は桁行1 2 間( 2 4 . 8 ｍ) ，

梁行２間（４ｍ）で，東端で一部を確認した柱穴によれば，北廟付と思われるｏ建物の西側柱

列はＡ－１期の石組溝ＳＤ９００の暗渠蓋石・東側石を取りはずして建てられる。建物ＳＢ８７０

は桁行３間（６ｍ) ，梁行３間（4 . 5 ｍ）の総住の南北棟と承られる。長廊状建物ＳＢ８２０は梁行

２間（4 . 2ｍ）で，桁行は第４次調査をあわせて1 5間（3 7 . 2ｍ）分を検出したo建物の東側には浅

いＵ字形の断面をなす石組の雨落群を設け，西側には柱に接して東に面を揃えた石敷ＳＸ８８０

がある。なお，東雨落溝の東も石敷が点点と残っており，建物以外は石敷であったと思われる。

弓

石神遺跡第５次調査遺構図
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8 9 0 を掘ることにある。ＳＤ８９０は当初，井戸の中央から北へ掘られていたが，後に北西部か

らに付け替えられる（ＳＤ８９０Ａ．Ｂ) ◎いずれも溝の南半は幅4 0 ｃｍ，深さ４０ｃｍの開渠で，底

石を敷く。西北へ延びる北半は深さ６０ｃｍの暗渠となる。溝の開渠部分の両側は溝へ向かって

緩やかに傾斜する石敷ＳＸ８５０Ｂ．Ｃで覆われており，この石敷は３度の改修を受けているこ

とになる。ＳＢ８６０の南４．２ｍにある東西石組溝ＳＤ８８０は，わずか４，分の底石が残るだけ

であるが，石組溝ＳＤ７３０から水を引き，ＳＢ８５５の南を通りＳＤ８９０に合流したと推定され

る。また，ＳＢ８２０とＳＢ８６０との間は暗渠上に石敷ＳＦ８６５が敷設され，通路となる。

Ｂ期の遺構Ａ期の遺構を全く廃して，建物ＳＢ８６１．８７５，塀S A 6 7 0 ，石敷ＳＸ８６２など

が作られる。建物ＳＢ８６１は桁行６間（６ｍ) ，梁行３間（４ｍ）の南北棟で一部床束がある◎

建物の周囲は，南に残る石敷ＳＸ８６２のように幅２ｍにわたる玉石敷であったとみられる。南

北塀S A 6 7 0 は，この地域を東と西に区画する塀で，第３次調査から数えて3 6 間分（6 3 ｍ）を

検出した。塀の西にある建物ＳＢ８７５は桁行３間（９ｍ) ，梁行２間（4 . 8ｍ）の南北陳である。

Ｃ期の遺構掘立柱建物ＳＢ７４２．８６３．９２５，掘立柱塀S A 7 5 1 ，素掘り溝ＳＤ６４０，方形石

組ＳＸ９１０などがある。この時期も前代の遺構と全く異なる配侭をもつ。調査区のやや東寄り

を通る素掘り溝ＳＤ６４０と，その東肩に建つ南北塀S A 7 5 1 は第４次調査区からの総長4 8 , 分

を確認したが，Ｃ期の遺構はこの溝と塀で区画される。その東には，第４次調査区からつづく

; 桁行６間（14 . 4ｍ) ，梁行２間（4 . 8ｍ）の南北棟建物ＳＢ７４２がある。西には，桁行３間（６ｍ) ，

梁行２間（４ｍ）の総柱の南北陳建物ＳＢ７４２が建つ。調査区西端の東西棟建物ＳＢ９２５は桁

行２間（４ｍ) ，梁行２間以上で，Ａ期の石敷ＳＸ８８０を厚さ１０ｃｍのバラスで埋めた後に建て

られる。方形石組ＳＸ９１０は人頭大の石を東西４ｍの規模に組承，中に拳大のバラスを敷いた

遺構で，その東には石組溝があり，周辺には石敷やバラス敷がわずかに残る。

Ｄ期の遺構北で西に振れる方位をもつ掘立柱塀ＳＡ７８１．９５１，素掘り溝ＳＤ６２１がある。

塀S A 7 8 1 は柱間２．５ｍの南北塀で，第４次調査区から3 5 , 分を確認した。この塀は西北部に

広がる遺構群を囲む施設で，その内側では，５間以上の南北塀ＳＡ９５１を検出した。

出土遺物Ｂ～Ｄ期の整地土や土坑から，大量の土器，金属製品が出土したほか，円面硯・

土馬・ルツボ等の土製品，弥生・古墳時代の石製品，飛鳥寺・川原寺所用の軒瓦などが少量出

土した。土器の中で注目すべきものとして，Ｃ期の素掘り満ＳＤ６４０から出土した「金五十

戸」のへラ書き銘のある須恵器壷がある。「五十戸」は「里」の意味で，「ほとぎのさと」と読

めるが，『和名抄」には該当する郷名がなく，具体的な地名か否かは不明である。金属製品の

大半は鉄製品で，鑑・釘・カスガイ・鎌・ヤリガンナ・刀子・紡錘車・鍔などがあり，ほかに

青銅製の香炉の蓋がある。

まとめ今次調査の成果は, ４期に分かれる７世紀中頃から８世紀初頭の遺構について，それ

ぞれの時期の内容と変遷とが，やや具体的になったことである。Ａ期の遺構は斉明朝の饗宴に

関わる施設と推定しているが，第４次調査の井戸ＳＥ８００を中心として，石組溝の付け替えや

４
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した中に，建物が営まれてい

る。その性格の解明は，今後

の調査の進展に待ちたい。

以上のように，今次調査で

は石神遺跡の性格を解明する

上で重要な知見を得たが，各

時期の遺構の範囲や具体的な

性格の確定に至るにはなお今

後の調査の進展が待たれる。

2 ．飛鳥寺西面外郭（飛鳥が

１９８５－２次）の調査

この調査は飛鳥寺西門の上

を通る村道の路肩改修工事に

伴う事前調査である｡ 調査は，

1 9 5 6 年に調査された西門に北

接する工事区（南北長3 3 ｍ）に

沿って，幅１ｍの調査区を設

定して実施し，この道路位置

に推定される西而外郭施設の

検出を目的とした。調査の結

果，遺構は飛鳥寺所用瓦を多

量に含む灰褐色土層の下，古

Ｎ

１

１

口

■

■

【

建物の建て替えが短期間に３回も行われている。遺構はなお北へ延びており，第３次調査で検

出した東西塀ＳＡ６００で水落遺跡と区分された遺構群が，南北7 0 ｍ以上の規模であることが確

認された｡ また，長廊状建物ＳＢ８９０の束雨落溝より西方は，地山が急激に下がっており，そ

こに営まれたＡ－１期，Ａ－２期の石敷はそれぞれ５０～6 0 ｃｍ，あるいは３０～４０ｃｍもの盛

土整地を行ってから敷設されている。東側でも，当時の生活面は石組溝の側石分だけ高かった

と推定され，この時期の造成工聯の規模の大きさが，より具体的に確認された。

Ｂ期の遺構は天武朝の遺構と考えているが，その造成はＡ期の遺構を全面的に廃棄して行わ

れている。第３．４次調査の成果を合わせると，Ａ期の東西塀ＳＡ６００の位置をほぼ踏襲した

塀ＳＡ５６０の北側には，３棟のほぼ同規模の総柱の南北棟建物が柱筋を揃えて，南北に整然と

配され，Ａ期とは性格を一変しながらも引続き重要な地域として利用されたことがわかる。ま

た，この一画は南北塀で東西に分割されており，それぞれの性格が異なっていたと推定される。

Ｃ・Ｄ期の遺構は藤原宮の直前および藤原宮の時期にあたり，それぞれ塀や溝によって区画

府神遺跡主要遺描変遷図
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墳時代の遺物包含層である黒褐色土層の上面において，南北方向の掘立柱塀と東西方向の石組

溝とを検出した。また，1 9 5 6 年の西門調査区と一部重複する本調査区の南端付近では，西門の

基壇土と推定される山土の混じった暗褐色土が認められた。

掘立柱塀ＳＡＯ１の柱掘形は，一辺約１ｍ，深さ０．９～１ｍで，版築状を呈する埋土には少

量の瓦が含まれるｏ６間分（約1 6 ｍ）を検出し，柱間寸法は２．６６ｍ等間である。これは飛鳥寺

の北面一本柱塀の寸法と等しく，また，塀の心は東西２間，南北３間とし

た場合の西門の中軸線と一致する。調査区内で築地の築土を全く確認しな

かったことからも，西面の外郭施設は，従来推定されてきたような築地で

はなく，北・東面と同じく，一本柱塀であったと考えられる。その場合，

検出した塀の南端の柱穴から西門の北端礎石までの約1 1 . 2 ｍの間には，な

お３個の柱穴が道路の下に存在することになる。

東西石組溝ＳＤＯ２は，底石と南側石とを長さ０．７ｍ検出したにすぎない

が，内法幅3 0 ｃｍで側石は２段以上と推定される。南北塀の柱掘形に壊さ

れており，南北塀に先行するが，その性格は明らかでない。

飛鳥寺の外郭施設については，これまでに北面と東面は創建時から一本

柱であることが確認されており，南面については1 9 5 6 . 1 9 7 9年の調査で築

地痕跡を検出しているが，それを創建時の遺構とするには問題が残ってい

た。今回，西面について一本柱であることを確認したことで，創建時の南

面も一本柱である可能性が高まったと思われる。この事実は，古代寺院の

外郭施設の変遷を理解する上で貴重な手懸りとなるものである。

3 ．坂田寺跡第５次調査

この調査は第３次調査で検出した基壇建物ＳＢ１５０の北東約3 0 ｍにおけ

る住宅改築工事の事前調査であり，基壇縁と考えられる石組遺構ＳＸ１５３

を確認した第４次調査地の東約1 5ｍに位置する。調査は小規模なものであ

ったが，鎮聴具埋納土坑とそれより古い柱穴などを検出する成果を得た。

鎮壇具埋納土坑S K1 6 0は，南北２．１ｍ，東西1 . 9ｍの不整円形の土坑

で，深さ約0 . 3 ｍの浅い皿状をなす。土坑の底部から銅銭をはじめとする

多量の遺物が，埋納された状態で出土した。北側の一部に現代の破壊があ

って，その配置はいまひとつ判然としないが，絹布に包まれ，あるいは紐

で括られた造物があって，何らかの修法に則って埋置されたことを思わせ

る。今かりに土坑中央やや南東の須恵器平瓶の位置を正面とし西北を向い

たとすると，正面中央に金箔と漆膜があり，その手前に銅椀および須恵器

平瓶や土師器皿・高杯などのミニチュア容器類が置かれ，それらを囲むよ

うに少量ずつの銅銭が配置されて内陣を構成している。外陣は左右にそれ

８

Ｙ16328・

飛鳥寺西面外事Ｉ

調査遣職図



ぞれ銅鈴と銅銭，右側に晩泊やガラスの玉類，そして奥には金銅製の金具と1 0 数枚を一連とし

た大量の銅銭が侭かれる。鎮塊具に含まれる銅銭2 9 1 枚のうち，銭種の判別できるのは1 0 7 枚

であるが，それらは１枚の唐銭「開元通筏」を除けば，第３次調査のＳＢ１５０の菰弥壊鎮聴具

と同様，「和同開弥」「万年通喪」「神功開寅」の３種に限られる。従って，この鎮壊具を伴う

建物の年代は｢ 隆平永賓｣ の初鋳年（7 6 9 年）を下らず，ＳＢ１５０と相前後する時期と考えられる。

柱穴ＳＸ１６１は０．８～１ｍの楕円形の２個の柱穴で，中に小石が入る。土坑ＳＫ１６０に壊さ

れ，先行する建物の一部かと思われる

が，両者の柱間はＳＢ１５０のそれと異

なり，また両者のなす方位はＳＸ１５３

のものとも異なっていて問題が残る。

以上のように, 今次調査では, 鉱恥具

に伴う建物は確認されなかったが、第

４次調査で検出した石組遺構ＳＸ１５３

を西辺の基壊縁とすると，ＳＢ１５０と

同じ方位をもつ東西1 5 ｍ以上の規模の

基壊建物が想定できる｡ しかし，金堂

と考えられるＳＢ１５０の西北に近接し

て造営された建物の性格は明らかでな

く，坂田寺の伽藍配憧を含めて，その

解明は周辺地域での今後の調査成果に

待ちたい。（西口寿生）

x 1 7 0 8 1 C
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坂田寺第５次調査〕世雛区Ｉ
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坂田寺調査位侭図

門

土坑ＳＫ１６０〕賢物川士状況



藤原宮跡。藤原京跡の発掘調杏

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1 9 8 5 年度，飛鳥藤原宮跡発掘調査部では，藤原宮跡・藤原京跡において1 5 件の発掘調査を実

施した（1 4頁参照) 。以下に主要な調査の概要を報告する。

1．藤原京左京六条三坊（第4 5 . 4 6 . 4 7次）の調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部の新庁舎建設予定地における調査である。調査地は香久山の西，畝

尾都多本神社の南で, 左京六条三坊東北坪・東南坪にあたる。調査は建設予定地全域（2 0 0 0 0㎡）

を対象に二カ年にわたる発掘調査を計画し，本年度は第４５．４６．４７次の３回の調査を行った。

検出した主な遺構は竪穴住居・掘立柱建物・掘立柱塀・溝・井戸・土坑・道路などである。

その時期は古城時代から中世におよぶ。なかでも藤原宮期の遺構はＡ･ Ｂの２期に分けられる◎

藤原宮Ａ期条坊区画の溝や塀が主で, 建物は稀薄である。調査区西よりの南北道路ＳＦ４３００

は左京六条三坊を東西に分つ坊間路で，両側に幅１ｍほどの側溝を伴い，路面幅は6 . 4 ｍ，両

側溝間の心心距離は７～7 . 5ｍである。また調査区の中央よりやや北側の東西道路ＳＦ４７５０は

両側に幅１ｍほどの側溝を伴い，両側溝間の心心距離は９ｍ，道路幅は７ｍであるが，大土坑

S K 4 3 2 7以東では路面幅が南側で2 . 5ｍ狭くなっており，両側溝間の心心距離は６ｍ，路面幅

は4 . 5 ｍである。この道路は六条条間路推定位置よりも１０ｍほど北にあるが，坪を南北に分つ

ものと考えられる。これらの道路で西と北を画した東南坪は，南北塀ＳＡ４２８０で東西に二分

され，さらに，南北塀ＳＡ42 8 0 . 4 2 8 2にとりつく東西塀ＳＡ４２８４とその北３．３ｍの東西溝

ＳＤ４２８５によって南北に二分されている。この南側の区画には南北; 棟建物SＢ４２９０（桁行３間

梁行１間) ，ＳＢ４２９１（桁行４間，梁行１間）とが建つ。また南北道路ＳＦ４３００の西約５ｍには

西南坪の東を限る南北塀S A4 2 8 3がある。一方，調査区の北よりには南北塀ＳＡ４１７０とその

南端で西に折れる東西塀ＳＡ

4 1 7 1 . 4 1 7 2がある。今回検出

した塀の中央部３間分がとざ

されており，その間のすぐ北

に桁行３間・梁行１間の東西

; 棟建物S B4 7 3 5がある。この

建物はおそらく塀で区画した

一画の南門に相当する施設で

あろう。この一画の規模は南

北3 1 ｍ以上，東西6 0 ｍ以上で

あるが，ＳＢ４７３５がこの一画

左京六条三坊調査位侭図の中軸線上にあたるとすると

－８－



SB4240

職

東西幅は約66ｍとなる。S B4 7 3 5の北約20ｍの位慨に東西４間（総長9 . 6ｍ）の目隠塀ＳＡ４７６０

がある。この区画に伴う中心的な建物は調査地のさらに北側に想定される。この区画の東西塀

SＡ4171 . 4 1 7 2はＢ期の南北塀ＳＡ4729 . 4 7 30 , 東西棟建物ＳＢ４７３７と重複し，かつその位置

は南北道路ＳＦ4 3 0 0 , 東西道路S F 4 7 5 0に規制されている可能性が高い。

藤原宮Ｂ期六条三坊地内の区画施設が廃されたり，移されて，大規模な改作が行われ，坪の

利用状況が一変する。Ａ期の南北塀S A 4 2 8 0 をとり払い，また同位置でその北に南北塀ＳＡ

4281 . 4 730と，この位侭より東へ9. 8ｍに区i l I J i を広げて南北塀ＳＡ4320 . 4 729を設置している。

この両南北塀は東西道路ＳＦ４７５０の位侭で柱間の寸法が他に比べて特に広くなっており（約４

ｍ) ，通路になっていたものと思われる。この両南北塀の北端には東妻柱をS A 4 7 2 9 の柱と共

有する東西棟建物ＳＢ４７８０（桁行５間，梁行２間）がある｡ さらにＡ期の東西塀S A4 2 8 4，東西

溝S D4 2 8 5，それに南北道路S F 4 3 0 0を廃し，坪全体を利用する区両が新設され, 大規模な南北

棟建物３棟と東西棟建物４棟が整然と配された。坪の東南部の建物の配瞬は次のようである。
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南北棟建物ＳＢ4 3 3 0 . 4 3 3 1 は東限の南北塀S A 4 3 2 0 から９．８ｍをその東側柱とし，南北棟建物

S B 4 3 3 2 は西限の南北塀S A 4 2 8 2 から9 . 8 ｍ東を西側柱筋としている。また東西棟建物ＳＢ４３

３３も南北棟建物ＳＢ４３３２の西側柱筋にほぼ西妻柱筋を揃えており，ＳＢ４３３０とＳＢ４３３１，ＳＢ

４３３２とＳＢ４３３３とのＭ１雛は1 1 . 4 ～1 1 . 7 ｍと近似した数値を示している。なお南北棟建物ＳＢ

4 3 3 0 . 4 3 3 1 の東側柱筋はＡ期の南北塀S A 4 2 8 0 の位置を踏襲しており，Ａ期とＢ期の配置計画

に密接な関係があったことを示している。ＳＢ4 3 3 0 . 4 3 3 1 . 4 3 3 2 はいずれも桁行７間・梁行２

間で，その規模は桁行総長1 7 . 9 ～1 9 . 9 ｍ，梁行6 . 2 ｍであり，同一規格に基づくと思われる。

ただしＳＢ４３３３の桁行の長さは上記の３棟と同じであるが，梁行が5 . 3 ｍと短く，その規格を

異にしているｎＳＢ４３３２の南西にある掘立柱建物ＳＢ４３４０は水田の地下げによる削平を受け

西南部の柱穴が失われているが，；桁行６間・梁行３間の東西棟建物に復原できる。この建物は

坊間路ＳＦ４３００と重複しており、道路を廃して, 建てられたものであり，京廃絶後のものであ

るとも考えられるが，建物の方位は京の造営方位とほぼ一致し，藤原宮Ｂ期の建物群と共に整

然と並ぶので，藤原宮Ｂ期とした, 、ＳＢ４３３１の西には井戸ＳＥ４３３５がある。坪の西北隅部に

も大規模な建物が２棟ある。ＳＢ４３３３の北の東西棟建物ＳＢ４７３７は桁行４間以上，梁行１間

で，妻柱を持たない特異な構造である。その北の東西棟建物S B 4 8 0 0 は桁行４間以上，梁行２

間で，北１間の中央に間仕切り様の柱がならぶ。この他に東を限る南北塀S A 4 7 2 9 の東には桁

行４間・梁行３間の南北棟建物ＳＢ４１４０がある。調査区東端の南北大溝ＳＤ４１４３は幅1 9ｍ以

上，深さ１．２ｍほどで，下層からは奈良時代およびそれ以前の土器が出土し，かつ東三坊大路

西側溝の位置に当たることから，藤原京時代の東堀河であったと推測される。

古墳時代の遺構調査区の南端より南から東へ蛇行して流れる河川ＳＤ４２２５の両岸で５世紀

後半の竪穴住居を合計７棟検出した。いずれも方形でカマドを設置している。

７世紀代の遺構調査区全体に建物が散在し，いずれも北で西にわずかに振れる。ＳＢ４２４２は

桁行５間・梁行２問とやや大きいが, 他は桁行４間・梁行２間（ｓＢ4240. 4241) , ､桁行３間・梁行

２間（ＳＢ4246. 4247. 4248) ，桁行２間・梁行２間（ＳＢ4243. 4244. 4245）と小規模である｡

奈良時代の遺構藤原宮期の遺構の方位と異なり，いずれも北で東に振れている。調査地の南

寄りに塀（東西塀SA4355，南北塀SA4356）と溝( 東西勝ＳＤ4357, 1判北溝SD4358）で北と西を画

した区画があり，その中央には南面MI j を持つ東西棟建物ＳＢ４３５０（身舎桁行６間・梁行２間）と

前殿風の建物ＳＢ４３５１（桁行５間・梁行２間）とを配している。また, 調査区の東寄りにも塀（南

北塀s A4 1 1 0 ，東西塀s A4 1 1 1 ）および南北溝ＳＤ４１３６によって北と西を画した区画がある。調

査区北寄りの東西大溝ＳＤ４１３０は，東西塀ＳＡ４１１１．４３５５とほぼ同方位であり，溝幅は東寄

りでは4 . 8 ｍ，深さ1 . 5 ｍほどであるが，西に向けて徐々 に1幅と深さを増している。溝中からは

７世紀末から８世紀の土器が多堂に出土しており，その開掘の時期は藤原宮期にさかのぼる可

能性もあり，・他の遺構との配置関係も考え合わせ，第5 0 次調査結果を待って判断する必要があ

る。この大溝の南側に井戸ＳＥ4 7 4 0がある。ＳＤ４１３０とＳＥ４７４０から「香山」（かぐやま) ，「荒
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緑紬陶脱

田大年」（人名) ，「福｣ ，「宅」などの奈良時代の挺諜土器

が約4 0 点出土した。また，ＳＤ４１３０からは７世紀代に遡

るかと思われる緑紬陶器の獣脚円而脱が出土している。

ＳＤ４１３０と平行して南1 1 ｍに東西溝S D4 1 3 2 があり，

この両溝を北で東に振れる斜行満ＳＤ４１３１がつなぎ，そ

の中央に護岸施設ＳＸ４１３３と橋脚ＳＸ４１３１を設る。

平安時代中期の遺構調査区中央にある掘立柱建物S B

4 3 7 0 は南廟と北卿を持ち，身舎には東から１．３．５間目

に間仕切りがある大規模な東西陳建物（身舎９間・梁行２

間）である。その南のＳＢ４３７１は南北棟総柱建物（桁行

６間・梁行３間）であるｏ

平安時代後期から鎌倉時代にかけての遺構小規模な建物

や井戸を伴う小さい区画が数カ所認められるの各区とも

主屋と付属建物・井戸・土坑などで構成されており，継

続的に営まれた宅地とふられる。１５世紀以降この一帯は

再び居‘ 住区として利用されることなく水田化し，現在に

至っている ｡至っている。槌 1 1 F 土器「香山」（土師器椀）

以上，今回検出した遺構のうち，藤原宮期の遺構は左京六条三坊束の坪においてＡ，Ｂ２時

期の変遷が認められた。Ａ期には坊の中を細分する遺構が主であるのに対･ し，Ｂ期には一坊を

一体として占地利用している可能性が高く，また盤然とした配侭計画に基づく建物のあり方は，

一般の宅地としての利用形態というよりは官術あるいは邸宅的なものと考えられるが，明確で

はない。またこの地域の古墳時代から鎌倉時代にかけての土地利用の変遷もかなり具体的に把

握できた。なかでも奈良時代の大きな２区両の存在や，「香山」などの墨書土器から平城京遷

都（7 1 0 年）後も香久山西方一帯に公的な施設のあった可能性を窺わせる｡ それが天平２年の

『大倭国正税帳』に象える「香山正倉」と関連するものであるか否かは今後の課題である。

2 ．朱雀大路・藤原京左京七条一坊（館４５－２．９次）の調査

いずれも住宅改良工事に伴う事前調査である。第４５－２次調査地は，朱雀門の南約2 4 0 ｍ，

日高山北斜面に北区を，その南8 0 ｍ，日高山東支丘西斜面に南区を設定し，朱雀大路の確認を

目的として行った。北区は後世の削平により，遺構を検出できなかった。南区では西に落ちる

斜面を埋める厚い整地土がみられ，この下から花尚岩地山傾斜面に掘りこまれた横穴を４基検

出した。横穴はいずれも朱雀大路想定位侭の下にある。４基とも蕊道床面の幅は２０ｃｍ前後と

非常に狭く，両側壁はＶ字形に立ちあがる。Ｗ１～Ｗ３号横穴の玄室は断面がカマポコ形，平

面は羽子板形であるのに対し，Ｗ４号: 横穴の玄室は家形であったと思われ，平入りとなってい

た。玄室の規模は奥行き1 . 7 ～2 . 9 ｍ，奥壁幅1 . 2 ～1 . 5 ｍ，高さ0 . 7 ～0 . 9 ｍである。枇穴床面付
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近に僅かに残された遺物から，その年代はＷ１号横穴が６世紀末～７世紀初頭，Ｗ２～Ｗ４号

横穴が７世紀中頃と推定される。これらはその埋没状況からみて，谷の整地直前に玄室入口上

部から漏斗状の穴をあけ，一度あばかれ，内部の遺体と副葬品とが取り除かれた後に新しい土

で横穴全体をいっぺんに埋め戻されており，改葬が行われたことは間違いない。谷の埋めかた

は横穴群東側の尾根を掘り崩した土で東から西に向かって行われている。谷整地土下部には５

世紀後半代の土器が多量に混じりこんでおり，谷埋めたてに伴って東側丘陵上にあった古墳が

壊されたことを示している。また横穴埋土と整地土の両方に同一個体の須恵器が含まれること

から横穴改葬と谷の整地工事が同一時期に行われたことがわかる。このような大規模な作業は

藤原京造営の際以外に行われたことは考えがたく，「日本書紀」持統七年二月に記された「詔

造京司衣縫王等収所掘f I 」という命令が実行された状況を示しているものと思われる。

第４５－９次の調査地は，第４５－２次調査区の東北約3 5 ｍの日高山東支丘の東縁辺であり，左

京七条一坊西南坪にあたる。検出した遺構は藤原宮期の土坑１基と７世紀後半の横穴２基であ

る。土坑ＳＫＯ１は直径4 . 3 ｍの円形で，深さ２．６ｍである。埋土から藤原宮期の土器や瓦が少

量出土したが，その性格は不明である。横穴は丘陵の東斜面に作られたもので２基が墓道を

共有している。いずれも上半部分が削平されている。Ｅ１号横穴は玄室が長方形( 奥行２ｍ，奥

壁の幅2 . 5 ｍ）で，床面には拳大から人頭大の玉石が敷かれており，Ｅ２号横穴の玄室は長方形

( 奥行１．３ｍ，奥壁の幅2 . 4 ｍ）で，床面の四隅には柁台として使用された人頭大の玉石を各１個

配している。Ｅ２号横穴の墓道とＥ１号横穴の墓道とは直角に交わっている。この横穴群は第

T ４ｒ

師

第４５－２次調査造構図
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４５－２次調査で検出した横穴群とは別

に，丘陵の東斜面を利用して作られた

もので，日高山丘陵一帯に大規模な横

穴群の存在が推定される。
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井戸で，その掘形は直径1 . 8 ｍ，深さ1 . 3 ｍであ

る今井戸側は井寵組であり，側板を５段積承上

げているハ

今回の調査で八条大路から八条条間路までの

南北距離は1 2 4 . 8 5 ｍで，これまで明らかにされ

ている藤原京の半条分の距離1 3 3 ｍより約８ｍ

短いことが判明した。このことはさらに本薬師

寺西南隅にあたる地域での調査により本薬師寺

両塔の心から西三坊大路までの東西} l 1 l i 雛が1 2 7 .

8 ｍで，これまで明らかにされている藤原京の

半坊分の長さ1 3 3 ｍより，約５ｍ短いことが明

かとなっていることを併せて，今後藤原京の条

坊復原にあたっての新たな視点となるものと考

えられる命さらに右京八条四坊の西北坪におい

て，八条条間路の北側に道路に沿う東西塀があ

り，その内側に小規模な建物が盤然と建ち並ぶ

ことや，また西南坪においても建物・塀・井戸

のからなる宅地が存在していることなどを明ら

かにすることが出来た。（菅原正明）
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3 ．藤原京右京八条四坊（鋪４５－６．７次）の調査

露天駐車場造成に伴う聯前調査であるっ調在地は隈原市城殿町の集落の西方，本薬師寺金堂

の北を通る東西道路の南側で，右京八条四坊西南坪にあたり，八条条間路及び宅地遺構が存在

していると予測された。調査は３カ所の調査区（北・南・西区）を設定して行った｡

北区で検出した八条条間路ＳＦ４０００は両側に|隅１．５ｍ，深さ0 . 2 5 ～0 . 3 5 ｍの側溝を伴い，

路面幅は５．２ｍ，側溝心心l 陥は６．８ｍである。北側群ＳＤ４００１の北岸より北１．２ｍに東西塀

S A 3 9 9 9 を設侭しており，その内側（北側）に州l i 立柱建物が盤然と並んでいるのS A 3 9 9 9 の北

１ｍに，桁行３間・梁行２間の南北陳建物ＳＢ3 9 9 5 . 3 9 9 6 が南側柱筋をそろえて並ぶ, 、この北

側にも２棟の建物ＳＢ3 9 2 2 . 3 9 9 8 がある句これらの建物・塀はＳＢ３９９７が藤原宵以前である

他は，すべて藤原宮期である、

南区で検出した掘立柱建物はいずれもその西側の一部を検出しただけで，規模については不

明である、遺構の重複関係や柱穴出土土器から考え，ＳＢ４０１３・ＳＡ４０１６は藤原宮期で，北で

西に振れる建物ＳＢ40 1 4 . 4 0 1 2 . 4 0 1 4，それに塀S A4 0 1 5は藤原宮以前と考えられる, 、

西区で検出した主な適構は藤原宮期の井戸S E 4 0 2 3 で，その南側の柱穴や土坑はそれ以降の

ものであるのＳＥ４０２３は一辺が０．６ｍの方形のＹ ' 8 4 2 0

●

蕊。

I４

０１６

Ｘ１６７５７Ｃ

■

玲李
＝〆、＝

ＣＯ

、００

Ｘ１６７５０Ｕ－

堀４５－６次｣上区

叩４００１

( 菅 原正明）第４５－６．７次調査遺碓図
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1 9 8 5 年度飛鳥藤原宮跡発掘調査部調査一償

調査地区｜遺跡調査次数｜調査期間
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Ｖ

Ｅ

Ｂ
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Ｃ

Ｆ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｓ

Ｓ

Ｑ

Ｔ

Ｔ

Ｈ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ａ

Ａ

Ｏ

Ｓ

Ｓ

Ｋ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

６

６

６

６

５

５

５

５

５

６

次

次

次

５

６

７

４

４

４

第

第

舘

一

泉

｛

辰

一

湿

原

原

原

藤

藤

藤

次

次

次

次

次

次

次

次

次

次

次

次

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｍ

皿

廻

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

－

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

第

第

第

第

鋪

第

第

第

第

第

第

第

涼

京

京

宮

京

京

京

京

京

京

京

京

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

原

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

石神遺跡第５次

石神辿跡周辺Ａ

石神遺跡周辺Ｂ

水落遺跡第６次

飛鳥寺１９８５－１次

飛鳥寺１９８５－２次

奥山久米寺198 5 - 1次

坂田寺第５次

( 1985- 1次）

坂田寺１９８５－２次

川原寺１９８５－１次

８５．４．３～８５．９．２１

８５．８．６～8 6 . 1 . 2 8

85. 12. 20～８６．６．１９

８５．４．４～８５．４．１６

８５．５．１５～８５．７．８

８５．７．２３～８５．７．２５

８５．８．５～8 5 . 8 . 2 6

85. 10. 23～85. 11. 11

85. 11. 13～85. 12. 13

85. 11. 13～85. 12. 13

85. 12. 18～85. 12. 19

85. 12. 23～８５．１２．２７

８６．１．８～８６．２．５

８６．２．１２～８６．２．２７

８６．２．２８～8６．３．８

８５．７．１０～8６．２．６

８５．９．１０～８５．９．１７

８６．３．１２～８６．３．２０

８６．２．１２～８６．２．２５

８５．８．２７～８５．８．２８

８５．１２．３～85 . 1 2 . 1 7

85 . 4 . 10～８５．４．１１

８５．７．７～8 5 . 7 . 1 9

85. 12. 11～85. 12. 15

8 6 . 3 . 1 3～8６．３．１８

1 面職

3, 410㎡

5, 965㎡

2, 486㎡

９１㎡

320㎡

１２㎡

194㎡

３０㎡

285㎡

９０㎡

６㎡

330㎡

564㎡

320㎡

９０㎡

960㎡

８１㎡

７０㎡

４５㎡

２㎡

３３㎡

１４㎡

４０㎡

５㎡

１１㎡

｜術考
Ｉ

左京六条三坊東北坪・

東南坪

左京六条三坊東南坪.

左京六条三坊東北坪

右京九条三坊東南坪

西南坪

朱雀大路

左京六条三坊・五条大路

宮西北隅

右京九条四坊西北坪・

九条条間路

右京八条四坊西南坪・

八条条間路

右京八条四坊西南坪

横大路

左京七条一坊西南坪

右京二条二坊・二条三坊

右京二条二坊

右京七条二坊西北坪

飛鳥浄御原宮推定地

飛鳥浄御原宮推定地

飛鳥浄御原宮推定地

飛鳥浄御原宮推定地

寺域北部

西面外郭

寺域中心部

寺域中心部

寺域中心部

寺域北西部



平城宮跡・平城京跡の発掘調査

平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調査部では，1 9 8 5 年度に，平城宮跡内では南面大垣や推定第二次朝堂院朝庭地

区など1 5 件( 宮北方遺跡を含む) ，平城京域内では左京二条三坊六坪，左京四条二坊三坪など左

京７件，右京７件，それに東大寺，興福寺，法華寺など寺院1 1 件，計4 0 件の調査を実施した。

以下その主な調査の概要を報告する、

１．平城宮跡の調査

南面大垣壬生門東・西地区（第1 6 5 . 1 6 7 次）の調査南面東門（壬生門）とその東西に取り付く南

面大垣の復原整備に先だち，南面大垣に関する遺椛と二条大路南北両側構の残存状況の確認を

目的として，第1 2 2 次（1 E 生門）調脊豚の東西に接する位侭に第１６５．１６７次両調査区を設けた。

両次調査で; 検出した主な遺構は，南面大垣，宮内道路，壬生門内東官街と西官問の築地および

門などである。

南面大垣s A 1 2 0 0 ＳＡ１２００は大填本体築土部・犬走り積土部などからなる。大垣本体の築

土は，基底部| 陥約２．７ｍ，残存向約０．８ｍで，地山上に整地を行ったのち，整地土を浅く掘込

承，砂質土と粘質土とを互屑に版築している。ただし，第1 6 7 次調査区中央部ではこの地業が

認められなかった。第1 6 5 次調査区では大垣本体の南北に接して版築のための堰板の抜取り痕

跡ＳＸ1 1 9 5 7 . 1 1 9 5 8 がある。南側のS X 1 1 9 5 7 は大厘本体の築土で種われ，その南側面が上の

築土の南側而と揃い，かつ上端は犬走り積土上面とほぼ合致する、第1 6 7 次調査区では堰板抜

取り痕跡の残る所と残らない所とがあり，工法に差異がある。大垣両側の犬走り部では大垣築

成時の堰板留めの添柱穴ＳＳ949 6 . 9 4 9 7（節16 5次) ，ＳＳ124 2 4 . 1 2 4 3 0（節16 7次）と，改修時

の添柱穴の可能性ある柱穴列ＳＳ1 1 6 4 5 . 1 1 6 4 7（鋪1 6 5次) ，ＳＳ1 2 4 2 5 . 1 2 4 3 1（節1 6 7次) など

を検出した。ＳＳ９４９６．９４９７は犬走り積土上而で柱痕跡または柱抜取り穴を，下面で柱掘形を

確認した。ＳＳ1 2 4 2 4 . 1 2 4 3 0 は削平のため

掘込零面は確認できなかった。ＳＸ9 4 9 4 .

9 4 9 5 . 1 2 4 3 4 は大垣構築当初の添柱穴ＳＳ

9 4 9 6 . 9 4 9 7 . 1 2 4 3 0を避けて行われた棚込

み地業である。大垣は，第1 6 5 次調査の添

柱穴の残存状況から２度の改修をうけ，う

ち１度は堰板抜取り痕跡ＳＸ１１９５７の知見

から，犬走り積土の上面にあわせて本体の

築土を削り取り，その上に０．１ｍほど南へ

寄せ版築し直すという全而的改修を受けた

可能性が強い。北雨落溝ＳＤ９４８８（第1 6 5( 鋪１６５ 平城宵跡発掘調査位侭図

－１５－
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次) ，ＳＤ９４８７（節1 6 7 次）は，とも

に遺物を全く含まず，短期間に埋め

られた可能性が高い。

二条大路ＳＦ9 4 4 0 南面大垣心か

ら１１．６ｍ南で二条大路北側溝ＳＤ

125 0 , 4 9 . 6ｍ南で南側溝ＳＤ４００６，

また南側溝のすぐ南では左京三条一

坊八坪の北面築地S A 1 2 5 1 0 とその

南北雨落溝ＳＤ１２５０６・1 2 5 1 2 を検

出した。ＳＤ１２５０は幅約３．５ｍ，深

さ約０．９ｍの素掘り満で，北岸の一

部に護岸の杭列がある。遺物は下層

から木簡・木製品と平城宮土器編年

Ｖを主とする土器が出土した。第

1 6 7 次調査区の中央付近では，S D

1 2 5 0 南岸から大路路而上を溢水の流

路ＳＤ１２３８８が分かれる。第1 6 7 次蝿ご｣ _ ) L Z 3 5 8 か分かれる。第１６７次南而大垣（壬生門西地区）発掘調査遺椛図

南発掘区で検出した南側溝ＳＤ４００６は，掘削当初の北岸の誰岸施設である杭列と板材S X

1 2 5 1 3 を残すが，後に水流で北岸が大きくえぐられる。なお，三条一坊八坪の北面築地S A

1 2 5 1 0 の両雨落溝付近からは羅城門地域での出土が目立つ軒平瓦6 7 1 1 Ａが５点出土した。

宮内道路ｓＦ１７６１大垣心から５．３ｍ北で宮内道路ＳＦ１７６１の南側溝ＳＤ４１００（第1 6 5 次）

とＳＤ１８１３（第167次) ，１３．７ｍ北に北側溝ＳＤ９４８０（第165次）とＳＤ１７６４（鮒167次）を検出

した。南側溝ＳＤ４１００は３回の改修があり，大量の瓦が出土した。北側勝ＳＤ９４８０．１７６４は

後に蝿戻され，上に築地ＳＡ1 2 0 0 0 . 1 2 4 0 0 が築造される。なお，ＳＦ１７６１上で検出した１ｍ

四方の土坑S K 1 2 0 5 0 （第1 6 5 次）からは加工木片・木簡など多くの造営関係遺物が出土した。

壬生門内東官荷・西官荷両調査区北辺で新たに築地塀で区画された官街の存在を確認し

た◎ 第1 6 5 次調査では，造構はＡ･ Ｂ２時期に分かれる。Ａ期には．字状の玉石組構ＳＤ1 2 0 0 8 .

1 2 0 0 9 . 1 2 0 1 0と３条の南北溝，Ｂ期には門S B1 2 0 0 3と．字状の玉石組溝ＳＤ1 2 0 0 5 . 1 2 0 0 6 .

1 2 0 0 7 , 築地ＳＡ120 0 0 . 1 2 0 0 1 . 1 2 0 0 2 , 礎石建物S B1 2 0 2 0などがあるnS A1 2 0 0 0はＳＤ９４８０

を埋め戻した上に築いている。S B 1 2 0 0 3 は築地の心に親柱だけを設けた棟門である。築地

内部の溝は両入隅部で暗渠により築地をぬけ，ＳＤ４１００に注ぐ。Ｂ期は溝の付け替えにより２

小期に分かれる。一方第1 6 7 次調査では３時期に分かれ，Ａ期には官衛の南面築地S A 1 2 5 0 0

があるが，残りが悪く，その規模などは不明旬Ｂ期にはS A 1 2 5 0 0 を廃し，ＳＤ１７６４を埋め

て南面築地ＳＡ１２４００を造り，ＳＡ１２４０１Ａを東面築地とするｎＳＡ１２４００北側の東面溝ＳＤ

1６
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南而大厄（て: 堆門東地区）発棚調在遺構凶

1 2 4 9 4 は東へ伸び入隅部の暗渠ＳＸ９４７９によりS D1 2 4 7 4 につながる。Ｃ期には東面築地S A

12401Aをやや西のSA12401Bに造り替える、東官簡のＳＡ12000 . 1 2 002と西官衛のSA12400

・1240 1は壬生門中l l i l I 1線をはさんでほぼ東西対称の位縦にあたる。

古墳時代の井戸ＳＥ12390 . 12394 . 12465第167次調査区の二条大路および宮内道路上にお

いて古墳時代の井戸３基を検出。巡物は完形の土師器・須恵器・砥石などが出土した。

第16 5次出土木簡ＳＤ１２５０（１．２）とＳＫ１２０５０（３．４）から36 6点が出土した。

□ ロロ， ｡ 〔ニヵ〕

（１）．□始馬依欝九〔熊〕 ( 3 ) ･分鯉脇庶升口本三尺末□仁

．□口信濃閏（93) ｘ( 19) ×４６０８１．□口四尺末三尺五寸高一丈口に203×28×４６０１１

〔郭迩ヵ〕〔 ﾉ ｼ ヵ〕

（２）上総閏□口に（5 0 ) × 1 9 × ３６０３９（４）己西郷豊口里' ' １米五斗1 7 6 × 2 6 × ４６０３３

まとめ両次調査で第二次朝堂院南方に壬生門をはさんで東西ほぼ対称の位置に確認した

２区の官徹を囲む築地は，ともに南に移しかえるという共通性をもっている。いずれも全体像

は不明であるが，その性格をある程度推測できる。( 1 ) 壬生門内東官術では，その周辺から「式」

（官簡内の土坑・包含噸) ，「式蒋」（ＳＤ４１００とSD11970の合流点）という式部省に関わる墨書の

ある土器が出土した。( 2 ) 宮東南隅の第３２次補足調査ではＳＤ４１００の下流部を中心に考課・成

選等，式部省関係が大､ |とをしめる木簡が12000点以上出土したの( 3 ) 平安宮では朝堂院前面東側

に式部省が位徹した、( 4 ) 平安宮では朝堂院前而西側の式部省と対称の位置には兵部省がある

が，第122次調査ではＳＤ１２５０の壬生門正面部分の西寄りから「兵部」「兵部厨」「兵厨」な

どと記した墨書土器，兵部省被管の造兵司の木簡が出土しているｎ以上の諸点から壬生門内東

官徹は式部省，西官衛は兵部禰である可能性が考えられようハ

－１７－
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推定第二次朝堂院朝庭地区（第1 6 9 次）の調査第1 6 3 次調査でその北半部を検出した大嘗宮巡

構の全面的調査と，朝堂院東第二堂下層掘立柱建物の有無の確認をめざして，第1 6 3 次調査区

と一部重複させながら，その南に調査区を設定した。その結果，東第一堂下層建物ＳＢ１１７４０

の南延長線上に東第二堂相当の掘立柱建物を検出することはできなかったが，３時期にわたる

大嘗宮遺構を検出することができた。主な造構は，奈良時代以前の直葬墓２，３時期の大嘗宮

遺構，それ以外の建物６，溝９，喋敷遺構１などである。

大嘗宮の遺構第1 6 3 次調査で一部を検出した大嘗宮悠紀院遺構（Ａ期）の全容を明らかに

すると同時に，それよりやや南に２時期の大嘗宮遺構（Ｂ・Ｃ期）の存在が判明した。『延喜

式』『儀式』により検出遺構が大嘗宮のどの施設にあたるかを勘案して，遺構の時期区分・規

模を記すと別表のようになる。

どの時期の造構もきわめて規格性が高いという特徴がある。Ａ期ではF 1 屋・膳屋の一郭は正
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方形をなし，正殿は悠紀院を東西南北に２分する線上に，北妻

柱通りと西側柱筋をそれぞれ合わせる。Ｂ・Ｃ期では悠紀院の

南北長：東西長（Ｂ・Ｃ期) ，Ｆ１屋・膳屋一郭の東西長：南北長

（Ｂ期) ，悠紀院の東西長：正殿西側柱から東而築垣までのI l 1 I i 雛

（Ｂ・Ｃ期）がいずれも、/ ~Z ~: １という比率をとり，Ａ期の悠紀

院の南北長：東西長もこれに近い。３時期とも正殿の位腫は西

北隅の柱位置を基準に設定している。また，３時期の大嘗宮は

『儀式』『延喜式』に見えるそれとよく類似するが，とりわけ

Ｂ・Ｃ期の各建物規模・構造は『儀式』と酪似し，３時期とも

臼屋・膳屋一郭の承を区画するという方式は『延喜式」と相似

する。また，Ａ期の大稗宮は，第1 6 3 次調査で判明したよう

に，大極殿・朝堂院地区の下隔掘立柱建物群と並存する可能性

が極めて高い、一方，Ｂ・Ｃ期は四周の門がほぼ同位侭にあ

り，同一の地割計画のもとに区画設定が行われたことをうかが

わせる。そして朝議院北而築地ＳＡＯ1 0 3 心から朝堂院束第一

堂礎石建物S B 1 1 7 5 0 心までの距離（約2 4 0 尺) の２倍の位侭に

大嘗宮南門ＳＢ1 2 2 3 8 . 1 2 2 3 9 を設定している。したがってＢ・

ｃ期の大嘗宮は朝堂院が礎滴建物群に改作された後のものと考

えられる。遺物は極めて少ないが，Ａ期の勝屋西南隅の柱掘形

から杯Ｂ蓋（平城宮- | : 器細年Ⅱ) ，Ｂ期の膳屋北側柱の掘形から

高杯脚部（同Ⅳ～Ｖ) ，Ｃ期の膳屋北側柱の掘形から軒平瓦6 2 2 5

Ｌなどが出た。以上からＡ期は奈良時代前半，Ｂ・Ｃ期は後半
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正職

､ １－１４０ｍ

大嘗宮関連遺僻規模一 ' 覧表

－２０－

に比定できる。

課題Ａ期の廻立殿は，第1 6 3 次調査で検出したS B 1 1 9 0 0 と考えられるが、Ｂ・Ｃ期に

対応するものは検出できなかった、未調査地に存在するか，あるいは大極殿間門を代用したと

いう可能性もあろう、またどの天皇の大嘗宮に比定するかという問題では，奈良時代７代の天

皇のうち平城宮で大嘗祭を行ったのは６人で，それは太政官院（乾政官院）で行った淳仁・光

仁・桓武と，場所を明記しない元正・聖武・称徳に分かれる｡ 『統日本紀』の記事から判断す

れば後者は朝堂院で行った可能性があり，今回検出した３期の大嘗宮に比定できそうである句

しかし遺物からはＢ期の辿構は神亀元（7 2 4 ）年に大嘗祭を行った聖武まではさかのぼらな

い句Ａ期は奈良時代前､ ドであるから元正ないし聖武であり，Ｂ・Ｃ期は淳仁以降の４天皇の可

能性を考えざるをえず，太政官院の性格を含め，今後に課題を残したハ

馬寮地区北方（第1 6 4 - 2 1 次）の調査伊福部門からのびる' 寓内東西道路北側溝の可能性のある

東西群ＳＤ１２３４０を検出した。奈良時代後半の土器・瓦が主で，木簡は９点（１．２）出土。

( 1 ) ．, 讃岐閏多度郡藤原郷伊口首智万I l I i 米六. ' ．（２）□ □ 1 1 1 主三四

・神心三年九月l 9 2 x 2 3 × ６６０５１二斗' 訂& 四年（1 6 5 ) × 3 5 × ９６０３３

推定第一次朝堂院東朝集殿地区（第1 7 1 次）の調査本調査は推定第一次朝堂院地区南東部にお

いて，東朝集殿の存否と朝堂院前面地域の状況調査をⅡ的とした。第1 3 6 次調査区の南，第

１４６．１５０次調査区の北に，朝堂院南而に接した主発掘区（西区）と，南面| え両東延長部の調査

区（東区）を設定し、その結果，奈良時代の遺構と古戦時代の遺構を検出したつ

奈良時代の遺構主な遺構は掘立柱塀４条，掘立柱建物５棟，満６条などで，５期に区分, 、

正殿

八

期

期

期

『

催

式

』

３１今３２５ｍ

１０６ノ

３２．５０ｍ

110尺

３１．３２５ｍ

106尺

107尺

４６．５００ｍ

157ノ

４５．０ｍ

152尺

44. . 3ｍ

150尺

150）

18. 050ｍ

60）

26 . 325ｍ

89尺

２２．６ｍ

７６尺

<92尺）

１７．９００ｍ

60尺

18. 90ｍ

64尺

１８．９ｍ

６４ノ

記戦なＬ

悠紀院( 蝿' ド部） F 1 雌・朋鵬区画 FIlLl1 職鵬

甑西 術北 蛎鱈 1Ｗ北 桁行 無行

6. 220ｍ

( 21尺）

7 尺● 側

ＳＢ１１７９０

３ｘ２ＩＩＩ蛎蒋隙

４．１７

(14,

,1.7｝

伽

”

鋤

<14尺）

7 尺等側

２．３７０ｍ

８尺

ＳＢ１２３００

3 ｘ１ＩⅢ東西禅

１

１

吋

尺

Ⅲ

７

Ｊ

癖

Ｊ

Ｍ

〃

４

Ｉ

４

ＳＢｌ２３０Ｉ

３x 1 1 I l 眺筒棟

2 . 370ｍ

８尺

S B1 2 2 8 0

５x 2 1 I Mq X j 慨

１４．０６０ｍ

( 47. 5尺）

9. 5尺郭1１

ＳＢＩ2 2 9 0

５ｘ２ＩＩＩＩ１〔【瑚仰

‘ 3. 740ｍ

( 16尺）

８尺序Ⅲ

S B1 2 2 6 1

5 × ２ⅢI 耐

１１．８４０ｍ

（40尺）

８尺刺Ⅲ

S B1 2 2 6 1

５×２I HI 耐北仰

４．７

（1１

８ハ

上郷

ｌ

ｍ

ｊ

Ⅲ

柵

永

野

S B 1 2 2 4 2

l ｘ１ＩＭＩ

2. 660ｍ

9 尺

ＳＢ１２２４４

１×１I HI

2 . 360ｍ

８尺

S B 1 2 3 1 0

3 . 260ｍ

11尺

ＳＢＩ2 3 1 1

ＳＢ１２２３８

3. 260ｍ

１１尺

S B 1 2 2 3 9

S B1 2 3 0 3

2. 960ｍ

１０尺

SB12304

ＳＢＩ２２８５

2. 960ｍ

１０尺

ＳＢＩ2 2 8 6

（16尺）

5‘ 3尺等朋

桁行３川火両棚

( 10尺）

" 0尺）

８尺聯Ⅲ

術行５１Ⅲ！〔餌榔

( 16尺） ( 40尺）

８尺等間

桁ｆｒ５１ＩＭｉ北側

( 16尺）

１０JＩ ８尺 記職なし 12尺
氾戦なし 記職なし 記枇なし

桁行 鱗行 桁行 梁行 束函 術北

11. 840ｍ

（40尺）

８尺聯i I I l

ＳＢ１１７８５

５× ２Ⅲ唯西側！

４．７．１０ｍ

( 16尺）

８尺癖Ⅲ

11. 840ｍ

（40尺）

８尺聯Ⅲ

ＳＢＩ2 2 7 0

５x 2 1 I I I 南北抑

4 . 7 40ｍ

( 16尺）

8尺癖ＩＭＩ

２．６６０ｍ

９）

ＳＢｌ２２４３

１×111Ｍ

2. 370ｍ

８尺

2 - 9 60ｍ

10）

S B11820

4. 740ｍ

16｝

S B l 2 2 6 5

なし

３．２６０ｍ

11尺

S B 1 1 8 2 6

3. 800ｍ

１２．８』

S B 1 2 2 6 9

１４．０６０ｍ

( 47. 5尺）

9‘ 5尺卵Ｉ

4. 740ｍ

( 16尺）

8 尺淳川

１１．８４０ｍ

（40尺）

８尺荊M１

Ｗ

似

眼

４０ｍ

i尺）

L 等間

2. 960ｍ

10ノ

2. 360ｍ

８ノ

い､ZbUmj

<11尺）

3. 150ｍ

１０．６尺

２．９６０m

10尺

2 . 960ｍ

１０｝

ｌ４

ｆ

伽刷

北門 I1ilIll １１q''１ 小門

小円

( 中繭）

不明

不明



遺椛変遷瞳

１期奈良時代初頭にあたり，西区で素掘りの

南北溝ＳＤ３７６５, 東区で掘立柱東西塀S A 1 2 5 4 9 と

その東端南側の- k 坑ＳＫ１２５３０がある｡

２期第一次朝堂院の区画施設の建設から奈良

時代中頃まで。四I X ではＳＤ３７６５を蝿め，約2 0 ｍ東

に素掘りの南北溝ＳＤ３７１５を掘る。これまでS D

3 7 1 5 は霊地年間に開潅以後，2 1 7 1 1 の改修をうけＡ～

Ｃの３期に分けられているが，２期はＳＤ３７１５Ａ

に対応。東区では掘立柱東西塀S A 1 2 5 5 0 が作られ

る, ､ ＳＡ１２５５０は第一次朝堂院の南面を画するﾙ ﾙ 立

柱東西塀ＳＡ９２０１Ｂと一連の凶I I 1 i 施設である、こ

の北側雨落溝ＳＤｌ２５４０は３屑に分かれ（Ａ～Ｃ) ，

ＳＤ１２５４０Ａがこの時期にあたる｡

３期第一次朝堂院の区画施設が築地塀に改作

された奈良時代後半、西区にはＳＤ３７１５Ｂ・1 2 5 6 5

がある。ＳＤ１２５６５は第１５０次調査で検出したＳＡ

５５５０Ｃの南延長上の南北築地塀ＳＡ１１１５０（本調査

区でば削平のため残存せず）の西雨落満である。東区

では第一次朝堂院区画施設の改作に伴いS A 1 2 5 5 0

第

二

次

朝
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院
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を築地塀に作りかえ，その南北両雨落溝ＳＤ１２５４０Ｂ・1 2 5 6 0 を掘る。ＳＤ１２５４０Ｂは古城時

代の旧流路と重複した部分に瓦積承の護岸施設S X 1 2 5 4 2 を設ける。ＳＤ１２５４０Ｂの北には掘

立柱建物ＳＢ1 2 5 4 5 . 1 2 5 5 5 が東西に南側柱筋をそろえて並び建つ。その西には掘立柱南北塀

S A 1 0 7 2 6 があるが，ＳＤ１２５４０Ｂ以南には続かない。東端には南北溝S D1 2 5 3 5 が掘られる。

４期奈良時代末頃。西区では掘立柱建物S B 1 2 6 0 1 があり，東区ではＳＤ１２５４０Ｃを掘

る。ＳＤ１２５４０Ｂ埋土上には掘立柱建物ＳＢ１２５４４が建てられる。

５期平安時代初頭。西区ではＳＤ３７１５Ｃが掘られ，束区では築地塀がなくなった上に掘

立柱建物S B 1 2 5 4 3 がつくられる。

古墳時代の遺構主な遺構は竪穴住居６棟（sＢ12605 . 12607 . 12620 . 12630．12650 . 12651 ) ，

掘立柱建物21棟（SＢ12623. 12625. 12627. 12640．12641. 12642. 12665. 12666. 12667. 12670.

12671. 12675. 12680. 12685. 12690. 12695. 12700．12710. 12721. 12727. 12742) ，塀１条，溝５条，

河川２条（SＤ110 0 0 . 1 1 0 0 1 ) ，井戸（ＳＥ127 0 7）・土坑などである。竪穴‘ 住居はいずれも隅丸方

形を呈する。掘立柱建物ＳＢ126 6 5 . 1 2 6 8 5は床束を，ＳＢ127 0 0 . 1 2 7 1 0は棟持柱をもつ向

奈良時代の遺物出土した遺物には木簡・瓦簿類・土器・木製品などがある。瓦噂類は軒丸

瓦1 7 2 点，軒平瓦1 2 8 点などで，西区では平城宮軒瓦編年第１期の軒瓦が全体の約５割，第Ⅱ

期が約１割，第Ⅲ期が約３割をしめる。東区では第Ⅲ期の軒瓦が約半数をしめ，軒丸瓦では第

Ⅱ期，軒平瓦では第１期がそれに続く。木簡は西区のＳＤ３７１５から2 7 点（１．２) ，ＳＤ３７６５

から４点，東区のS K 1 2 5 3 0 （３～５）から２１１点出土した。

（２）散位寮ロロ( 1 ) ・工石床月米五斗八升七月料者（7 5 ) × ( 1 4 ) × ２６０８１

・八月上半月料三斗「□ 」1 6 7 × 2 6 × ５６０３２

( 3 ) 〔鵠野朝臣慶人６０９１６０９１（４）口里弓削子首□６０９１（５）受財I i i i

古墳時代の遺物河川ＳＤ1 1 0 0 0 . 1 1 0 0 1 から土器・土製品（円筒埴輪・家形埴輪）・木器・鉄

器などが出土した。とくに多量に出土した土師器は布留式～須恵器出現後の時期にわたる。

S D1 1 0 0 1 からは，確実に須恵器が出土するが，量はごく少ない。

まとめ今回の調査で束朝集殿の存在を確証する遺構は検出しなかったが，第一次朝集殿

東南部の区画に関して，これまでの推定を改めるべき新たな知見をえることができた。すなわ

ち，朝堂院南面塀ＳＡ９２０１Ｂは東面塀ＳＡ５５５０Ａの東に延びてS A 1 2 5 5 0 と連続することが

明らかとなった。後者はさらに東へ延び第二次朝堂院南面区画に連続することはほぼ確実であ

る。そしてＳＡ５５５０Ａ以東にあると考えていた，掘形の承で柱のたたないＳＡ９２０１Ａに対. 応

する柱穴は確認できなかった。奈良時代後半には第一次朝堂院の区画施設は築地塀にかわり，

それに伴いS A 1 2 5 5 0 も築地塀に改作している。後にＳＤ３７１５の迂回燐ＳＤ１０３２５Ａは斜行

溝ＳＤ１０３２５Ｂにつけかえられ，築地塀と重複する部分には，掘立柱東西塀S A 1 0 3 1 0 を建て

る。このように奈良時代の前・後半とも，第一次朝堂院の南面の塀は東面塀をこえて東に延

び，第二次朝堂院との中間地区を閉塞していたことが明らかになった。（館野和己）

－２２－



古墳時代河川ＳＤ1 1 0 0 0 . 1 1 0 0 1 出土の木製品第1 7 1次調査で検出した河川跡ＳＤ1 1 0 0 0 .

1 1 0 0 1 から多くの木製品が州土したので，その主要なものについて実測図を掲げ紹介する。木

製品に共伴していた多並の土器は，平城宮第二次朝堂院東朝集殿下階検出の河川跡S D6 0 3 0 か

ら出土した土器群（鮒48次調五・『平城宮発掘調査報告Ｘ』で既報告）に酷似した内容を示し，古戦

時代前期から中期にかけての時期に属するのこれは，平城宮に北接する奈良山丘陵南縁一帯

に，大規模な前方後円墳群一佐紀盾並古墳群が継起的に形成された時期に重なる。

出土した木製品の種類は武器・武具（楯．短甲．弓．〃剣装共) ，厨房具（竪杵．槽．五足盤．火

鍛臼など) ，農耕具（鍬・鋤・木錘など) ，工具（鉄斧柄) ，祭肥具（〃形など) ，建築部材（柱. 梯子）

など多岐にわたる｡ なかでも注目されるのは楯（2 2）である、長さは約１ｍ，左右を欠き，現

存幅約１５ｃｍをはかる句モミの板I : |材を削り込んで甲盛り状とし，裏を浅くくぼませる。表に

は墨様の顔料を幅広い帯状に確布し，その部分に横方向のケビキを等間隔に入れている。全面

に刺し縫いの痕跡が残るが，蝦を雄った部分ではケビキと重なり，塗り残した部分では他より

も密に施されている句褒面に把手の痕跡と細長いあて板の痕跡がある。把手の場所だけ窓をあ

けており，補強のために二次的にとりつけたものと承られる。この楯は片手に持って戦闘する

持楯と考えられ，古墳時代の木製の楯として確認できる稀有な例である。短甲（４）はヤナギ

属（？）の厚手の板材を削り込んでつくったもので，左脇部分の断片。側縁近くの４か所に紐

を通す孔がある。別個につくった前胴と後胴を，紐で綴じ合わせて着用したことを示すもので

ある。表而に彩文の痕跡はないが，装飾に関わると承られるものに，上縁沿いに２列，下縁沿

いに１列，中央に２列穿たれた小孔列がある。これは鉄製短甲の綴じ合わせを表現したものだ

ろう。また脇の下の弧形の切り欠きに沿った部分を一段高く削り出しているのも，鉄製品の模

倣と思われる。１は刀剣装具の一つで，表裏２枚の鞘身を結合する機能をもつ鞘口装具。鞘口

側が太く柄側が細い，楕円錘台形をなす。全体の５分の１ほどの断片であるが，復原すると長

さ３ｃｍ，鞘口での幅９ｃｍ，厚さ６ｃｍになる。外周面に線刻文が施されているが，文様の全容

は不明。全面に黒漆を途り，線刻部分に水銀朱を塗る。２．３は鞘装具。２はヒノキ，３はス

ギでつくった半身の材で，２は内面の利り形から剣鞘とわかる。長さが31ｃｍ，幅は４．５ｃｍあ

り，身の上下端に, 身よりも一まわり太く，鞘口と雛を削り出している｡, 4の五足盤は, ケ

ヤキの材を横木取りに加工した浅い器で，断面が三角形状の，外方に湾曲する足部がつく。一

木から削り出したもので，１雌概は使用していない。全体の２分の１ほどの断片で，足は現在２

か所に残るが，盤が正円形とすると，ちょうど５足に復原できる。この盤は古填から出土する

石製の盤とよく似ている。農耕具には平鍬（15) ，膝柄股鍬（16) ，一木鋤（19）など各種のもの

が数多くある句１８は身と柄を別木でつくる組合せ鋤の身であるが，通常の鋤身と異なり，肩部

が片方にしかつくられていない珍しい例。これらの農耕具はいずれも堅級な常緑のカシ類柾目

材を加工したもので，鉄製の刃先の装着部をもたず，刃先まで木製である｡また、すべて完成

品であり，製作の途中にある未製品は含まれていない｡ （井上和人）

－２３－
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○ ○ ○ 前年度までの調炎地点

2 ．平城京跡の発掘調街

0

164- 2

陵搾撚

。今年度の調炎地点

（数字は削笠次数）
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木取山古噛発掘調査遣椛図

0

平城京発掘調査位侭図

左京一条二坊（木取山古墳第1 6 4 - 6 次）の調査民家建設

に伴う事前調査。想定される墳丘前方部の西辺（北トレソチ）

と西南隅（南トレンチ）の２箇所を調査した。北トレンチで

は，耕土直下が平坦な地山で，この地点が戦丘上にあたるこ

とを確認した。南トレンチでは，現地表下約１ｍで，墳丘を

削って濠を埋めたと思われる奈良時代の整地土を検出した。

その下には地山上に周濠内堆積土と考えられる暗褐色) Wi 土

（厚さ１０ｃｍ）がある句地山上而には，拳大の石が散在してお

り、鎌石が転落したものであろう．木取山古壌関係の調査は

６回目にあたり，以上の結果は，図示した墳丘・周濠復原案

と矛盾はない。但し，検出した部分は，いずれも底に近い部

分であり，元の壌形はひと回り小さい規模であったと思われ

る。なお, 京条坊などに関する遺構は全く認められなかったｃ

l 蒲

瞳害戸i 》二



左京九条三坊十坪（第1 6 6 次）の調査配送センター建設に伴う事前調査ｏ調査地は十坪の束半

にあたるｏ付近の調査例としては，西南隣接地における束堀河の調査（第1 4 1 - 2 3 次）があり，

東堀河の一部と，九条条間路にかかる橋脚を検出している。今回の調査で検出した主な遺構は

掘立柱建物4 0 棟，塀1 4 条，井戸４基，土j 旅３基，道路３条，溝７条である。これらの遺構は，

重複による前後関係や伴出遺物および建物間隔などによってＩ～Ｖ期に区分できる。各時期の

年代は，出土土器から推定して，おおむねＩ期が奈良時代前半，Ⅱ期が奈良時代中頃，Ⅲ期が

奈良時代後半，Ⅳ期が奈良時代末頃，Ｖ期が平安時代初頭頃に比定できる。

Ｉ期この時期には，九条条間路と十・十五坪坪境小路およびﾙ ﾙ 河が形成されている。九

条条間路ＳＦ２３５１は路面と北側満ＳＤ２３５２を検出した。路面には砂利敷等の舗装の痕跡はな

い。北側溝には北から流入する溝ＳＤ３６２１があり，北側溝の北に沿う築地が存在した可能性

がある。十・十五坪坪境小路ＳＦ３８００は路而幅約３ｍで，その東西に素掘りの側溝（東側満

s D3 8 0 2 ・西側群s D3 8 0 1 ）を伴い，両側溝間心心距離は５．５ｍである｡ ｌ区北辺にＳＢ３７６０と

S B 3 8 5 7 が北廟と北側柱の柱筋を揃えて東西に並び，Ⅱ区中央ではＳＢ３７５２とＳＢ３７３９が恐

らく中軸を揃えて南北に並び，東西塀ＳＡ３７５４で両者が区分される。これによって，Ⅱ区中

央は1 6 分の１町の宅地が，Ⅱ区北辺には1 6 分の１町もしくはそれ以上の宅地が推定できる。Ⅱ

区南半ではＳＢ３６８０とＳＢ３６６８が東西に並び，南辺にはＳＢ３６６０とＳＢ３６６１が東側柱をそ

ろえて南北に並ぶ。これら２組の建物群はかなりのN i 雛をおいて存在するものの，その中間に

ＳＢ３６７０とその建替えのＳＢ３７７２が存在することもあって，宅地区分を明らかにしがたい。

Ⅱ期１期の建物・塀を全て撤去し，東西に細長い宅地割で新たに建物を建てた時期であ

る。宅地割は東西塀ＳＡ３６６２とS A 3 7 3 0 ，東西溝ＳＤ３７５０により，Ⅱ区中央と北辺にそれ

ぞれ，ほぼ1 6 分の１町の区画となる。Ｉ区の南辺も同規模の宅地割が推定できる、建物配置に

ついては，まずn区中央では，西よりに建物ＳＢ３７４０．３７５１を雁行させておき，中央に総柱

の倉庫風建物ＳＢ３７３６と井戸ＳＥ３７２０をおいて，その間を南北塀ＳＡ３８４１で区切る。主屋

はＳＢ３７３６の東に推定できよう。ⅡI ﾒ : 南半北寄りの宅地では，中央近くにＳＢ３６６７．３６６９を

南北に並べ，西半部を空間地とする。Ⅱ区北辺では西よりに井戸ＳＥ３７５５を設け，その北と

西に建物ＳＢ３７６３．３８５０を配する。ＳＢ３７６３の南側柱には東西塀ＳＡ３８５２が取りつき，東

に延びる。宅地の東北よりには総柱の倉庫風建物ＳＢ３７６４があり，その南に主屋が想定でき

よう。Ⅱ区南辺では，西よりに建物ＳＢ３６６３をおき，その西に目隠塀S A 3 7 2 1 を設ける。こ

の宅地の主屋は東半部に推定できよう。

Ⅲ期この時期はⅡ期の建物を全面的に撤去し，新たに建物を建てている。宅地割では，

Ⅱ区南半ではⅡ期の地割りを踏襲するが，Ⅱ区中央とⅡ区北辺では新たに3 2 分の１町の区両が

出現する。まず，Ⅱ区中央ではＳＡ３７３０を廃してその位侭に道路ＳＦ３７００を設け，これと道

路ＳＦ３７０５．３７１０を鍵の手に連結して宅地を３２分の１町に分割するの西半部の北限はⅡ期の

東西溝ＳＤ３７５０を踏襲し，束半部は北を新設の道路ＳＦ3 7 1 0 , 南を新設の東西塀ＳＡ３７３１で

－２７－



画す。Ⅱ区北辺の宅地もほぼ中央部に南北塀S A 3 8 5 5 を設け3 2 分の１町に分割する。建物配

澄をみると，Ⅱ区北辺西半部の宅地では井戸ＳＥ３７３５があり，その北と西に東西陳と南北棟

建物を錐の手に配徹している、井戸ＳＥ３７６５は北側の別個の宅地に属するのであろう。Ⅱ区

中央西半部の宅地も類似した配置で，ともに東西棟が主屋，南北陳が副屋と推測できるのⅡ区

中央西半部の宅地では，道路ＳＦ３７０５に面して門ＳＢ３８５８を開く。井戸ＳＥ３７２０は道路ＳＦ

３７０５にの建設に職伴って東半部の宅地に取りこまれる。Ⅱ区南半の北寄りの宅地では，中央部

南辺に２棟の建物を鍵の手に配侭し，東北にやや離れて倉庫風の建物を縦く。

Ⅳ期Ⅲ期の宅地割を踏襲し，Ⅱ区北半の建物を建替えた時期で，Ⅱ区南半の建物・塀は

そのまま存続していたと思われる今Ⅱ区北半の西半部の宅地では，井戸ＳＥ３７５５の北西に２

棟の建物を鍵の手に配侭する。Ⅱ区中央の西半部の宅地でもⅢ期の建物位侭をほぼ踏襲して，

２棟の建物を鍵の手に配し，さらに１棟増加され, ､ 計３棟となる。

Ｖ期この時期はⅣ期の建物・塀などはすべて廃絶している、建物はＳＥ３７５５の東と南

に鍵の手に配侭し，ＳＢ３７５３の南西部はＬ字形の塀ＳＡ3 8 3 8 . 3 8 3 9 で囲み，ＳＥ３７５５の北西

部も同様の塀ＳＡ3 8 3 0 . 3 8 3 1 で囲う。この時期には他に遺構がなく閑散とした状況となる。

まとめ今回の調査では，従来文献史料の上でだけ存在が予測されていた3 2 分の１町の宅

地をはじめて確認した。このほか宅地割の変進では，Ⅱ期に確実な1 6 分の１町宅地が少くとも

２区画は確認でき，二行八門制による宅地分割が行われていた可能性が高く，また出土土器か

らぷて，１６分の１町宅地がこれまでの事例より古く奈良時代前半に遡る可能性もでてきた。Ⅲ

期における3 2 分の１町宅地の存在は，平安京で定着する四行八門制の宅地がすでに奈良時代に

おいて，実態として各所に存在していたことを推測させる, ､ 建物規模は大半が桁行３間，梁行

２間で柱間寸法が５～７尺の小規模なもので，とくに3 2 分の１町宅地ではⅢ期で２棟，Ⅳ期で

は３棟であって，月借銭解に悪える写経生クラスの建物規模は，この程度であったと承るべき

であろうハ奈良時代後半の1 6 分の１町宅地には，これまで事例の知られていない倉庫風の総柱

建物を検出した, ､ 宅地内の建物構成を知る上で重要であろう。最後に，Ⅱ期に属する井戸ＳＥ

３６１５の側板の伐採年代が年1輪年代測定によって養老５年（7 2 1 年）と与えられたことも重要な

成果である。もし伐採後まもなく井戸に使用されたとすれば，先に推定したⅡ期の年代とは合

わなくなる。今後の検討課題となろう。（千田剛道）

左京九条三坊十坪出土の新羅製印花文壷調査地のＩ区中央部灰

褐土土器溜から，新羅の陶質土器１点が，８世紀後半の土器と

ともに出土した（奈良隠立文化財研究所編『平城京左京九条三坊十

坪発掘誠i 報告』1 9 8 6 参照) 。撞体部の小片で，外面は縄簾文と

製略文のスタンプ。胎土には砂粒多く，焼成堅級◎ 色調は灰黒

色で，外而に灰緑色の自然軸毎上下長４．３ｃｍ。８世紀の新羅製

土器は，京では類例なく，宮内で緑軸１点がある｡ ( 田辺征夫）

－２８－

新羅製印花文壷
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右京八条一坊十三・十四坪（第1 6 8 次）の調査大和郡山市北部清掃工場の周辺整備事業に伴う

事前調査。今回は十三坪の北西から十四坪南西にかけての部分を調査したの検出した主な遺構

には掘立柱建物5 8 棟，掘立柱塀1 6 条，坪境小路１条，井戸1 0 基，土器埋納遺構1 0 基のほか，多

数の土坑・溝がある、

十三坪の遺構大きくＩ～Ⅲ期に分けることができる。

１期は，東を南北方向の道路で画し，坪の４分の１を一体とする地割で，最も整った建物配

置をもつ。主屋は東西棟建物（身舎５間× ２間北順付き）で，この北の東西に２棟の南北棟建物

をほぼ対称におき，．字形配侭とする｡ さらに主屋から南に離れて東西棟建物（身舎３間× ２間

南廟付き）があり，西北に総柱建物２棟と西辺に４棟の南北陳建物がある。この時期には井戸

２基を伴っている。

Ⅱ期は塀および南北群によって，先の４分の１町が４分割されて1 6 分の１町を単位とする４

区画に変わる。主屋と副屋からなる２ないし３棟の建物と井戸１基が基本的な構成となる。

Ⅲ期は地割の南北溝が廃され，８分の１町を単位とする東西に横長の２区画となる。北半の

区画は主屋・総柱建物，南半の区画は主屋・副屋・総柱建物からなり，各煮井戸が付属する。

以上の進構の年代は，１期が８世紀前半～中頃，Ⅱ期が８世紀中頃～後半，Ⅲ期が８世紀後

半～末と考えられる。

十四坪の遺構大きくＩ～Ⅳ期に分けることができる。坪境小路と南北両側溝は２時期あ

り，１期は古い小路が，Ⅱ～Ⅳ期には新しい小路が対応する。

Ｉ期には，坪境小路と- ' 一三坪．－' 一四坪との間はそれぞれ築地で区画される。十四坪は南北方

向の築地によって東西に二分され，坪内には４棟の建物が点在する。

Ⅱ期は区画施設が塀に変わり，３２分の１町という小規模な宅地となるの一つの宅地は，東西

約2 7 ｍ，南北1 2 ～1 5 ｍと東西に細長い。宅地内の西端に南北棟建物１棟（４間× ２間束廟付き）

およびその東に井戸１基がある。

Ⅲ期はⅡ期と地割に大きな変化はなく，宅地内の建物構成が若干変化する。東南の宅地では

東西棟建物２棟が南北にならぶ構成となる。この建物群の西側には，２間× １間の小型建物が

あり，建物の内部の南寄りに胞衣壷を埋納した円形の土坑がある。この建物は産屋ではないか

と考えられる。また，西北の宅地では宅地が北へ広がり，東西棟建物２棟が建つ。

Ⅳ期は坪を東西に二分する区画施設が素掘の側溝を伴う道路に変わる。宅地内には南北棟掘

立柱建物２棟が存在するの承で，この時期には建物密度が全体に薄くなる。

これらの遺構の年代は，１．Ⅱ期が奈良時代前半，Ⅲ期が奈良時代中頃，Ⅳ期が奈良時代後

半と考えられる。

出土遺物坪境小路両側溝，坪内を区画する溝，井戸などから多数の土師器・須恵器・瓦

のほか斎串・曲物などの木製品，和同開弥・神功開雷・富本銭，鉄釘・鉄鋭。鉄匙などの金属

製品，石帯・砥石などの石製品，土馬・フイゴ羽口・トリベなどの土製品が出土した。この他

－３０－
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画

響

に羊形硯. 漆紗冠. 海獣葡萄鏡がある。樹木銭は十四坪東北の縦板組井戸内から出土〈､ 直径２．４７

ｃｍ，重さ4 . 1 5 9 で、方孔の上下に「富」「木」の字を配し，左右に各を７個の珠文を侭く。

まじないに用いられた厭勝銭と考えられる。出土例には左京二条三坊ＳＤ６５０ＨＩ土品がある。

土器埋納遺構出土遺物今回検出された1 0 基の土器埋納遺構は，出土遺物によって大きく次

の３種に分けられる。①土器だけを埋納するもの, 、土師器皿や護を係3 0 ～5 0 ｃｍの円形土坑に

埋納する。皿には煤が付着している。②土器と銭貨などを埋納するもの。十三坪では，径１５

ｃｍの円形土坑に土師器皿４枚以上とともに，和同開弥3 2 枚以上，ガラス小玉６点以- 1 食，金箔

片を納めていた。また十四坪では怪4 0 ｃｍの円形土坑に土師器皿と金納を納めていた｡ これら

は地鎮遺構と考えられる。③胞衣壷。十四坪で，小土坑に納められた鍍恵器杯のなかから和同

開弥５枚と墨が発見された。文献史料や民俗例から窺える奈良時代前半

産育習俗の一つである胞衣壷と考えられる。

まとめ今回の調査では, ５６００，２という広い面積を調

査できたため，坪内の宅地割や土地利用の詳細を明らかに

することができた。まず十三坪では４分の１町→1 6 分の１

町→８分の１町と変遷する。とくに1 6 分の１町の宅地割は

方形であって，従来から知られていた横長の宅地割と異な

る分割方式が明らかになった。１期は．字配侭の建物を中

枢にして，多数の付属建物を伴っており，官術的な色彩が

強い。Ⅱ期．Ⅲ期は，鉄鋭･ フイゴ羽口・トリベ･ 砥石等の出

土遺物や，調査全域に炭化物が多鐙に検州される状況から

患て, 金属工房およびそれに関わる者の宅地と考えられる。

つぎに，十四坪では，Ⅱ期・Ⅲ期に3 2 分の１町宅地を検出

することができた。３２分の１町宅地は，左京九条三坊十坪

（第1 6 6 次調在）の例に次いで２例日となる。今回は掘立柱

塀で囲まれた４区画を確認した。宅地内の西に南北陳建物

が建ち，東に井戸をおく構成が基木になっている。十四坪

南半については，３２分の１町という小形の宅地割が承られ

ることや，胞衣議・産屋の存在などから，居住空間とみてよ

いだろう。ただし，規格的な宅地割や建物構成など, 一般の

宅地と考えることにはなお若干問題が残る。また，十四坪

北半で行なわれた過去２回の調査では，焼土坑や漆付着土

器･ フイゴ羽口・トリベなどがふられ，金属工房や漆工房の

存在が推定されている｡ 十四坪の全体的な性格については，

未調区査における今後の調査成果に待ちたい。（千ｍ剛道）
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3 ．平城京内寺院の調脊

本年度は，東大寺，興福寺，法華寺，海竜王寺，西大寺，唐招提寺，秋牒寺の寺域内で，建

物建設等に伴う事前調査を実施した。このうち，西大寺と海竜王寺での調査の概要を述べる。

西大寺旧境内の調査西大寺境内の防災施設工事に伴う郡前調査。条坊では右京一条三坊六坪

に該当し，四王院推定地の西南隅にあたる。奈良時代の遺構は，掘立柱塀１条，掘立柱建物１

棟などである。ＳＡＯ１は2 . 1 ｍ（７尺）等間で，３間分を検出した。ＳＢＯ２は梁間２間，桁行は

１間以上，柱間はいずれも１．８ｍ（６尺）であるｎＳＡＯ３は東西にのびる地業風の整地層で，

築地の可能性もある。この他に，近世の野井戸，中近1 1 t の土坑，近世以降の池とその導水路な

どを検出している。池埋土中からは「頼琉」と墨書する土師器灯火器、I l i l f 丸施（6 2 8 1 Ｂ型式) ，

軒平瓦（6 7 3 2 Ｋ型式) ，噂などが出土している。

海竜王寺北辺（第1 6 4 - 1 4 . 2 4 次）の調査海竜寺の北辺２箇所で調査を行った。

第1 6 4 - 1 4 次の調査住宅新築に伴う薪前調査。現地表下7 0 ～8 0 ｃｍで暗灰色砂質土に達し，

その面で拳大の自然藤- | - 数個を集めた中1 M: 頃の集石遺構を検出した『、さらにその下2 0 ｃｍに黄

灰色Ⅲi I i 土の地山面があり，この面で幅１．２ｍ，深さ３０ｃｍの東西溝を検出した。溝からは人頭

大の安山岩や，而取り加工した凝灰岩断片，瓦，噂など奈良時代の遺物が出土した。この東西

溝は，既調査（第８２－８次．９５－２次）で‘ 倹出したS A 1 1 4 0 に連続すると考えられ，法華寺およ

び海竜王寺の両旧境内の北辺を東西に走る左京一条間路の北側溝に該当すると思われる句

第1 6 4 - 2 4 次の調査店舗新築に伴う事前調査、調査地は海竜王寺北東端付近にあたる。当調

査区の西ではかって東西道路（側溝心心間' 5 ｍ- 5 0 尺一節９５－２次）が検出されており，今回の調

査ではその北側溝ＳＤ１１４０を確認したｎＳＤ１１４０は幅２ｍ，深さ６０ｃｍの素掘溝で，溝蝿土

から奈良時代後半～末の土器，軒丸瓦6 3 1 9 Ａ・6 2 8 2 Ｂａ型式が出土した。（千田剛道）

海竜王寺北辺発掘調査位箭図

－３２－
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遺跡・調j f 次数

平城桝鮒1 6 4 - 1 次

平城京館1 6 4 - 2 次

平城京第1 6 4 - 3 次

平城京節1 6 4 - 4 次

平城京節1 6 4 - 5 次

平城京第1 6 4 - 6 次

平城京鋪1 6 4 - 7 次

平城京鋪1 6 4 - 8 次

平城宮館1 6 4 - 9 次

平城京鋪1 6 4 - 1 0 次

平城京第1 6 4 - 1 1 次

平城京鋪1 6 4 - 1 2 次

平城満鋪1 6 4 - 1 3 次

平城京節1 6 4 - 1 4 次

平城戚節1 6 4 - 1 5 次

平城京鋪1 6 4 - 1 6 次

平城宮第1 6 4 - 1 7 次

平城寓館1 6 4 - 1 8 次

平城京館1 6 4 - 1 9 次

平城禰鋪1 6 4 - 2 0 次

平城富第1 6 4 - 2 1 次

平城ﾙ （鮒1 6 4 - 2 2 次

平城京鮒1 6 4 - 2 3 次

平城京第1 6 4 - 2 4 次

平城京第1 6 4 - 2 5 次

平城宮節1 6 4 - 2 6 次

平城京第1 6 4 - 2 7 次

平城京鋪1 6 4 - 2 8 次

平城宮第1 6 4 - 2 9 次

平城京第1 6 4 - 3 0 次

平城宮第1 6 4 - 3 1 次

平城宮節1 6 5 次

平城京第1 6 6 次

平城宮節1 6 7 次

平城京鮒1 6 8 次

平城寓節1 6 9 次

平城腐鋪1 7 0 次

平城宮節1 7 1 次

西大寺次数外

麿招提寺次数外

1 9 8 5 年度平城宮跡発掘調在部調在一覧

調在期間

8 5 . 3 . 2 9 ～４．１５

８５．４．９

８５．４．１５～４．１７

８５．６．６～６．１１

８５．６．２７

８５．７．１～７．５

８５，７．６～７．１０

８５．７．１６～７．２２

８５．８．１

８５．８．１９～８．２２

８５．８．２０～８．２９

８５．９．２６～10 . 1 8

85 . 1 0 . 2 1～10 . 2 3

8 5 . 1 0 . 1～１０‘ ２０

８５．１０．７～１０．８

８５．１１．１１～１１．１３

８５．１２．９～１２．１２

８６．１．１３～１．１６

８６．１．２０

８６．１．２７～１．２８

８６．１．２７～１．２９

８６．２．３～２．５

８５．２．６

８６．２．１２～２．１３

８６．２．１７～３．６

８６．２．１８～２．１９

８６．２．２４～２．２５

８６．２．２８～３．４

８６．３．１１～３．１５

８６．３．１７～３．２０

８６．３．２４～３．２５

８５．３．１５～８．１４

８５．４．２２～７．２５

８５．６．２６～1０．３

85. 7. 10～86. 1. 27

８５．１０．１～1２２６

８６．１．２９～２．１５

８６．１．７～４，２６

８５．９．１３～９．２１

８５１２３～1 ２．４

１
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５

５

５

５
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．

１

価

や

却

鋤

砺

妬

皿

犯

祁

釦

躯

沌

別

別

狸

加

ｎ

通

”

鳩

廻

廻

叩

”

４

２

０

４

０

０

２

０

６

０

０

０

０

０

０

０

０

３

１

４

４

９

３

４

０

７

０

０

９

０

４

１

冊

３

２

１

５

３

３

三

。

Ⅱ

備考

窟北而大垣

秋篠寺境内

典補寺旧境内

東大寺西面大垣

右京一条北辺四坊五坪

左京一条二坊（木取山古城）

右京一条二坊八坪

左京四条四坊八坪

馬案地区北方

右京八条一坊十三坪

左京四条二坊三坪

左京二条三坊六坪

大膳職地区北方

海竜~E 寺北辺

法華寺旧境内

右京六条二坊・六条大路

大膳職地区北方

宮北方遺跡

東大寺旧境内

鳩察地区北方

, 鳴寮地区北方

左京一条三坊三坪

法華寺旧境内

海竜王寺北辺

庄京二条六坊十一・十三坪

宮北方遺跡

法華寺旧境内

右京一条二坊一坪

佐紀池西岸

右京一条二坊八坪

宮北方遺跡

宮南面大垣壬生門東地区

左京九条三坊十坪

宮南面大垣壬生門西地区

右京八条一坊十三・十四坪

推定第二次朝蝋院朝庭地区

大膳職地区東南

推定第一次東朝集殿地区

西大寺境内

唐招提寺東門

調在地区

6 ＡＣＡ

６ＢＡＫ

６ＢＫＦ

６ＢＴＤ

６ＡＧＴ

６ＡＦＣ

６ＡＧＡ

６ＡＦＫ

６ＡＤＢ

６ＡＩＩ

６ＡＦＭ

６ＡＦＥ

６ＡＢＮ

６ＢＫＡ

６ＢＦＫ

６ＡＨＣ

６ＡＢＮ

６ＡＦＶ

６ＢＴＤ

６ＡＣＮ

６ＡＤＢ

６ＡＦＢ

６ＢＦＫ

６ＢＫＡ

６ＡＥＢ

６ＡＧＵ

６ＢＦＫ

６ＡＧＡ

６ＡＣＢ

６ＡＧＡ

６ＡＧＵ

６ＡＡＩ･ ＡＹ

６ＡＨＮ

６ＡＡＹ

６ＡＩＩ

６ＡＡＳ･ ＡＴ

６ＡＢＢ

６ＡＢＪ･ＢＷ

６ＢＳＤ

６ＢＴＳ
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唐招提寺所蔵音義断簡について

歴史研究室

唐招提寺には，多数の写経，聖教，版経，印仏等の断簡が米{友に納入されて近年まで保存さ

れてきたのこれらの経巻，聖教などは，同寺の技楼にあったもので，明治43年に鼓楼の製体修

理に際して，一括して米依に詰めて宝蔵の天井裂に納められていたものである。このように俵

づめになったのは，すでに，妓楼にあったときから何らかの理由で経巻類が断簡になってしま

っていたためで‘あろうのこの依に収納された経巻，製経類は，昭和15年頃一応調査され，平安

時代の版経や印仏等が発見され，その一部が紹介されているの当研究所では，なおこれらの経

巻，聖数類の中に新史料の発見が予想されたので，昭和46年に調査を行ったn 調査の結果， (1:< 

に納入してあったものは奈良時代から室111了時代に書写 ・作成された経巻類の断簡で-あり，内容

は写経，版経，聖教，文書，典籍，印仏等の種類にわたっていることが判明した。同調査は，

これらの写経類を，時代別，種類別に分類，整理することを主体として行い， 一点ごとの詳細

な検討は行っていなし、n しかし，その中にも，すでに奈良国立文化財研究所年報1972・1973の

二回にわたって報告したように，奈良時代の古本令私記とも称すべき令の注釈告のほか，法務

経音義二種，大般若経音義などの新史料の発見があったの 今回は，音義のうち比較的逃存状況

の良いものを1点えらんで紹介することとした

同音殺は，写真A，B， Cの三断的Iからなり， A. B. Cの!順序に接合するの Aは端を欠損

し， Cは奥が欠損している。上縁は欠損はあるもののほぼ本来の紙端を残しているのに対して，

下縁は欠損しているの木~その-紙長を完存するのはBで 55.1 cm をはかるの古写:年代は書風か

らみてほぼ平安前JWのものと思われ，前回報告した法華経音義二種および大般若経音義断簡と

ほぼ同時代のものと考えられるの紙背も，前記音義類と同じく聖教であるの本文中に巻数のJI頂

Iゴ J宝 i折。~j D 

if:を示す第三，第四などの記i伎があるn また他のl祈間，jD

に第五と記したものがあるが，この断的Dと， A，B， C 

の三紙とは異筆であるの本音義断簡は，前回報告の音義

と同じく，和訓を詳細に記していることが注目されるn

和訓は，称母去呂%とか美等幸1]，乎治のように万葉仮名

の甲乙の分類に一致しているものと，可弊留のように混

同してし、るものとがあり，これも，前回報告分の音義と

共通するn さらに字留和志のように，奈良時代には字流

i皮J析と表記されていた言葉で音の表記が変化しているも

のがみられるのこれらの和訓の現象からみて，この音義

の製作年代は平安初頭のものと思われるの

本音義と前回報告した音義との関係， 他の断簡との闘
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係については，未検討であるが，本断簡も1m回報告したものと同じく現在i失書となっているも

のであり，断簡とはいうものの，和訓史料として上代国語学研究の上でfi-重なものかと思われ

るので，とりあえず写真をかかげてその概要を紹介することとしたのこれら音義断聞のより詳

細な接合関係，内容の検討については後日の課題としておきたし、。(鬼頭市明〉

ff義i祈陥，jA 

千~. ;j覧|所間 B

音義断的 C
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奈良県近世社寺建築の調査 (2)

建造物研究室

昨年度から継続して行っている奈良県近世社寺建築緊急調査の第2年度にあたり，本年度は

主に県下北半部を対象と し， 奈良市 ・大和郡山市 ・天理市 ・生駒市 ・おびよ添上郡 ・山辺郡 ・

生駒郡 ・磯妹都の各町村，宇陀郡・北葛城郡の一部を調査したの調査建物は第1次調査318mr 

で，この うち211棟についてさらに2次調査を行ったの本年度をもって県下全域の調査を完了

したこととなり，昨年度と併せて1次調査615併し 2次調査374僚となるの

神社建築では主として本肢を調査したの拝殴は江戸後期以降の新しいものが多いが，東山間

部では茅主主の拝股が多く残り注目されるn 本殿は春日造が県下全般の傾向であり，次いで流造

が散在するの春日造では山添村の戸隠神社本殴，天理市の三十八社神社本殿など室町時代にさ

かのぼるものをはじめ桃山から江戸初期の泣品が数多く見いだされ，特に天理市に集中して残

る。河合町の広瀬桝神l社本殿 (百主司2徳g元年〉や安堵

ものでで，あり札， 細部1怠Z匠がヨ華1怪Eやかとなるη 田 J原京オ本王町の多和村神iドl社は同時期の2本ド殿(~手争主.保2勾O年) 4 お樹練I~が並

び建ち社頭景観ともに優れている。流造では数少い三聞社の例に香芝11IJの大坂山口和l'社本殿が

あり17世紀初頭にさかのぼる貴重なものである。

春日大社の式年造主主にともなって移築された旧社肢も多く，本社あるいは若宮の旧本殿に奈

良市の嶋田神社本殿 ・鏡神社本殴，天王I!市の1議事l'社本政，斑鳩町の春日和l'社本殿，安堵村の;I-r

築神社本政，川西町の糸井神社本殿 ・比売久il帥l'社本政， 室生村の竜穴神社本殿があり，森臼

大社慎末社旧本殴も数多し、のまた談山和l'社旧木股を移築したものに広陵町の百済寺本堂，奈良

市の東大寺東南院持仏堂があり，古式を踏襲した春日社とは異なりi童話fWの細部立匠の変造を

追跡できるn そのほか神社建築として川西町の比売久波神社経庫(享保4年〉は類例の少ない高

床倉庫として重要であるの

寺院建築は仏堂のほか庫組 ・書院 ・経蔵 ・鐘楼 ・湯屋 ・門など多岐におよぶが宗派的な特・色

が明瞭な仏堂について触れておく。南部六宗 ・真言宗の伝統的寺院では近世に入っても依然と

して身舎一胤構成の伝統的な構造形式を基調としたものがみられ，奈良市の海竜王寺本堂 (17

世紀中〉・白豪寺本堂 (17世紀初)， 大和郡山市の額安寺本堂 〈皮長11年〉に代表されるの奈良市の

西大寺本堂(1:{政~文化)のように江戸後j切にもそうした傾向を留めるものがあるなど奈良県な

らではの特色であるの奥行の深い，いわゆる密教系本主形式を踏襲するものに大和郡山市の矢

田寺本堂 〈元禄頃〉 があり， 中世の古材を留める大規模な建物であるのそのほか奈良市東大寺

の戒阻院千手堂 〈段長10年〉 ・天理市長岳寺の大師堂 〈11永〉 など優品が多いの特異な例に西大

寺愛染堂 (明和4年〉があり， 仏堂の左右に在!;院を一体化した形式を採るの

浄土系寺院は東山間部を|徐き平野部に広くみられるの 旧奈良町には謹厳院本堂(究永11年)・

念仏寺本堂(究永7年Jなど17世紀前半の浄土宗本堂がまとま って残り，五=})J院本堂(元和10年〕
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もこの系統に属すの融通念仏宗本堂は沖土宗本堂形式に類似し，代表例に大和郡山市円融寺本

立(iI~保 2 年〉がある 。 浄土真宗本立では出原市称念寺本堂(成長〉 ・ 田原本町浄J~寺本堂(皮安

頃)など中核となった大規校寺院に腿れたものが残り，在郷寺院の例では川西町の光林寺本堂

(iJえ応 3 ~めなどが古し、。幕末の発達した形式を有する典型例に広陵町の経行寺本堂がある。

県下有数の巨大建築であるn なお，大和郡山旧減下H庁でt土浄土宗 ・浄土真宗本堂ともに17世

紀中頃から181止紀初期にかけてのものが揃って残り，鮮としても貴重であるの日蓮宗本立は少

ないが， 奈良市j.lE長寺本金 (jJ(此;2 {ド〕は平而形式や極彩色 ・鋭天井などに宗派の特色をよく

現わしているη

禅宗寺院では方丈形式の例に王寺IIfJの達!野寺客殿 (1i文71'下〉・公良市芳徳寺本堂(iE徳4年〉

があるの奈良市門!照寺門 jiTI殿は数少ない茅卦の仏世で草J奄風の~還を伝えるの

なお，明治の和11仏分離の さい夙l稿ミキ ・ 多武~I革などから移築された堂宇も見いだし，奈良市円

福寺本立 ・大和1"1山市宗延寺本立なと.優品が残るη

以上代表例を掲げながら木年度調査の慨要を記したが，県下の近世社寺建築の造営活動の盛

んな時期を目安に大旨 311寺JUHこ区分できるn 第 lJOlは秀Miによる法|盗寺盛長大修理をはじめ南

1fll諸大寺の復興を契機とする江戸初期の造営であり，成I日院千手堂・海竜王寺本立など伝統的

な形式を附襲し，細部定:匠も抑制され務ち着きあるものを基調とするn

第2期は.j:li品院による東大寺大仏殿の元禄復興を契機とする江戸中JUlの造?きであるn 取h部の

j誕の高いものが現れ，奈良市の弘仁王寺本堂(フL;1'll 1 0年) ・ 生駒市の京山寺本堂(点~ 5 ~ I~) など二

重仏殴もこのl時期に多し、。組物に記形j]・l木が流行するなど制1ijlも撃やかとなるn

その後造世活動は一時停滞するが， 18世紀末から拡末にかけて彫刻立匠の発達した質の高い

大型本堂ができ， 第3jtiJに位位十l叶うるn 西大寺本堂 ・経行寺本R:および明日呑村岡寺本堂

(文化2年)に代表され，構造・tt匠の発達の上で近世建築の到達点を示すの

2年度にわたる調査の結果，奈良県近111:社寺建築の特質，時代的な流れ，各宗本堂形式とそ

の発展過程，和11社本般の形式分布と古社殿移築の級相，細部様式の変造などが把慢でき，収集

した多くの造営関係史料の考察を合め報告出の FlJ行を予定しているn O}']'水真一〉

i'it Jl.(l，寺本企(田原本111]') 西大 寺本:S~ (奈良市〉
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大 浜神 社仁王堂の調査

建造物研究室

大浜宇[，社は滋賀県神的郡能登川町伊庭にあり，毎年の5月3日「伊庭の坂下り祭」が行われ

る近在の産土神として著名な社である。仁王堂はこの境内に支I!つ，桁行五|品1・梁行五間 ・入母

屋造 ・茅:tf:の堂で，江戸H寺代の初め頃の大改修を受けているため一見近世風ではあるが，租:や

組物やjlj~・廻り等にあきらかに鎌倉時代にまで遡る部材を残しており，現在非常に希有な建物で

あることがわかるの先に行った近世社寺建築緊急調査の際このことを知り， 1985年11月滋賀県

教育委員会の協力を得てあらためて調査を行ったの調査には制見 ・村上 ・山岸が参加した。

建物の沿革や名称の由ヨ!とについては詳らかでなし、の もとは現在地よりiW方にあたる「六斎

堂」にあったものを後世移築したとの伝承があるものの，旧地とおぼしき場所はすでに水田と

化し現時点ではこれを確認することができなし、。現状平而は，梁間五聞のうち前方四間分に低

い床を張って外陣風な広い空聞をつくり，後方の一間と背面の軒下張出部とで桁行全幅の高い

庖をしつらえ，ここに五基のや[1輿をー柱間一基宛収納している。前方の床張り部分はほとんど

の聞が吹き放ちで開放的であるのに対し，やI' ~I[!収納部分は閉鎖的で正面側は一枚造りの都戸を

釣り他の三方は板壁で閉さ'す。柱上の組物は，側通りは:líJ.JJサ木と大斗JJ~ 木の併用，入側通りは

古様式をもっ三斗組と区分けされ，円 ・八角・大面取り方形と各種混在する柱とともにこの堂

の経てきた複雑な歴史を物語っている。lf廻りは茅Z17野地にふさわしく出の浅い一車1・の角垂木

を疎に配る。小屋組は中央:三間を身舎とする「二重梁方式」で， 外周の庶l部分は繋ぎ殺によっ

て処理している。

現在確認できる当初部材は，大面取角校2本(移動)・側円柱3本 ・入側円柱4本(以上原位

位〉・出三斗 2 組・苅 IJ~ 木 4 本(以上移動〉 ・ 入官w内法長押正面通 り ・ 入側三斗(全12組〉 ・ 入側垂木掛

け75% (以上原位fm ・ 角霊木70本以上 ・ 角大面取り垂木10本 ・ 化粧地J~J~木 1 本・小屋組材 3 本(以

上移動)などであるのこれら当初部材と現状とを有機

的に|剥連させることである程度当初形式の復原が可能

であり，少なくとも次の諸点を指摘することができる。

大浜下11社仁主裳復原平市図

l 平而は，桁行三IUJ・提行三間の身舎に四周一間

通りの閥がめぐるいわゆる「三間四商盆」となり，正

而にはー聞の向拝がとりつくの各柱間寸法は向拝以外

は現状どおりであるの

2. 組物は，身舎の平部分はl札i~ lIJ にf.(1!íの尾を十l ける

平三斗， I阿部分は出三斗， 1JlIJ通りは苅 IJ~ 木，向拝はJ者

会よりやや小形の出三斗組となる。

3. 刺・は，霊木品に反り増しをつけた角垂木を繁に
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配り，たぶん二'PTであっただろう。向杯は下角に大而をとった打越垂木をもちい，これも二何

であったものと思われるの身合地A木勾配はー1-'分の三であったの

4. 附i一間通りは四周とも化粧屋111裂でまわるn 内部三IMj四万は天井の痕跡がないところを

みるともともと天井はなかったものとみられるの

5. 現在の小屋組は後|止芽ru刊に組替えられたものであるが，転用古材も混りその中には文
首台とみられる材ーがあることから，屋根は入母屋造あるいは寄附造で町あったと考えられる。こ

の場合の屋恨茸材は， こけら王rか陥J文葺であろう η
6. .fJ間装|白としては，正而通りは五間とも百ii戸に，両側前焔聞は板扉に復原できる。他の

IMjはお:が取替っているためあきらかでないが，土日t等で閉鎖された間が多かったものと思われ

るの 一方身舎の村・|甘lは，正面三IHJと両側面前端Ii¥Jは内法長押下に棉を入れるだけで開放である

ことから，少なくともこの三方には|削仕切りがなかったことがわかるのしかし，背面側には来

迎挫の存在も考えられるの

7. 床は全面拭板敷きで，四周は切目長折I一本下って縁がと りついていた。 現在住底部は切

断されてし、るようなので，もとのば高はいま少し高かったであろう。

以上，復原を試みた結果五間四方で向梓をともなう堂々たる建物になり， しかも方三聞の身

舎に四周一開通りの附iをまわす平而は， :;j(心性をもったいわば常行主的構成で-あり， とうてい

神社の付属建物にはなり知く，先の移ffi説をうなずかしめるη 建立年代については明証を欠く

が，時代性を端的に表現する組物の形式からみても鎌倉時代の~d生をよく 備えていることがわ

かるのまた， HlHJ寸法がほぼ30cmを1尺とする 8尺 .9尺の整数値であること，霊木割りが

8尺間12支， 9尺|問 14支と 1支寸法よりも支数を優先していることなどの計四尺度の上から

も，角材の継手が箱剣~て‘あること， I~'J!，木の霊木{:I : 口が斜め大入であることなど技法上からみて

も古傑式を保つところが多く，鎌倉|時代のうちでも早い|時期に属するものとJA解できる。

ただ，梁行側伯1[.¥J寸法がなぜ8・9・8・8・8尺となるのか，身舎紫の架桃はどの程度旧

状を伝えているのか等凝問点も成るのしかし，中!日:仏堂の優品の多い滋賀県の中にあって，後

|止の改変を受けてはいるものの，この堂がさらに力11わった意義は大きく，今後何らかの方策に

よって保護 -保存の措置が諦ぜられることが望まれるの 〈創11見必三)

入。IIJI'i:組物詳調Ii 大浜 TI'tl:仁主主
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旧奈良町の町並調 査 (lV) 

1982年度より行ってきた旧奈良町全域を対象とする伝統

的建造物群調査は，本年度をもって一応終了した。 1982・

1983年度は文化庁の補助事業，1984・1985年度は奈良市単

独事業として行った。本年度の調査対象は，三条通以北，

やすらぎの道以東と法蓮集落および奈良坂の町並を加えた

奈良町北地区である。調査内容は従前どおりに対象地区内

の主要街路に面するすべての家屋についての用途 ・構造

建造物研究室

法躍進~家IØi而図

建築年代 ・改造内容の調査(一次調査)とその中から選択した代表的家屋12'1咋についての建物の

実測 ・復原等の調査 〈二次調査〕とである。なお，この調査と併行して奈良市が町並保全弛omの

方策 ・手法の具体的な検討を京都環境計画研究所に委託したので，当研究所は4カ年の調査資

料をそのための基礎データとして提供するとともに，検討内容について指導 ・助言を行ったの

今年度調査対象地区は，近鉄奈良駅周辺の近代化が進んでいる以外は概ね安定した環境を保

っている。全般に建築年代は明治から昭和戦前までとやや新しいが，建物形態は伝統的な枠組

を逸脱しておらず，良好な居住環境を維持しているの京街道沿いは，道路弘帽に伴し、W:I'先を切

断されている建物があるものの，黒漆l氏塗りの町並みが断続的に残り，大正則の新しい町並景

観をとどめている。町家は全般的にはこれまで3年度の調査で知られる特徴と差はなし、。一

方，法;草地区や北御門 ・雑司町周辺ではいわゆる法j!E造の出家が散見されるのただし近年改築

が著しく，革:庄屋根部分をとり払って二階建の住宅にしている例が多L、。現存の法;庄造の一例

である富岡家(上図参照〉の場合，平面は整形四間取平而， トオリニワ背面の中央部に梁行に煙

返しをもち，小屋組は奴首と束を併用するの正面には部屋前面いっぱいに法蓮梅子をつける。

こうした整った構造は191止紀に入ってからのものであるn 法蓮造の形成過程の解明が課題とし

て残るの 4カ年の調査を通じて旧奈良町全滅に伝統的11汀家が広く残っていることが判明した。

そこには大正 .uB和の町家も多く含まれるが，なお伝統的なH町家の集合原理に則ってお り，そ

れ放に一定の都市環境を維持しているの従って，奈良H汀の町並保全は伝統的建造物11平保存の観

点に加えて，低府高街度の都市環境保全の視点が考慮されねばならなし、。奈良市の総合的な施

策の進展が望まれるところであるの CiJ I)~ l常ノ、〉

奈良法巡の IIIJ~~復!京区|
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大覚寺大沢池( 旧| 嵯峨院) の調査（２）

建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

大沢池北岸復原整備事業に伴う第２次発掘調査は，７月1 9 日から８月2 9 日までの4 2 日間にわ

たって計５カ所約3 4 3 , 2 の調査区を設けて実施した。1 9 8 4 年度の調査では，名古曽滝から大

沢池に至る区間の北半部において，延長3 2 ｍにわたって造水の痕跡を確認したが，南半部は

不明であった。従って本年度は，現在のグランド西端に沿って蛇行する溝状のくぼ承が進水痕

跡である可能性が高いと判断し，この部分を中心に流水方向を追跡することにした、

調査の結果，この帯状のくぼ承はいずれの調在陵においても平安時代の造水痕跡ではなく，

後世の撹乱であることが判明した。一方，グランド中央から南には平安時代の造物を含む整地

土層があり，この上面で２条の東西溝にはさまれた道路ＳＦＯ８を検出した。両側満の埋土から

I ま平安時代前期に属する土器片が多

迅に出土し，平安時代前半期にはこ

の付近の空間利用がかなり進んでい

たことが推測される、出土遺物の多

くが緑和で施紬された食器類である

ことから，嵯峨院の家政機関的役割

を担う区域であった可能性もある｡

また，現在の大沢池北岸部では前

述の整地土が現代の切土によって大

幅に削りとられていることが判明し

た。これが単に竣喋したことを示す

のか，それとも地続きであった天神

島を掘削によって島として切り離し

たものかは即座に判断できない。

今年度の調査では，造水痕跡の延

長を明らかにすることはできなかっ

たが，大沢池北岸の位撒に関する新

しい知見を得ることができた。残さ

れた課題も多く，これらの究明とと

もに復原整備のより確実な知見を得

るために，調査は来年度も継統的に

実施する予定である。

（田中哲雄，本中典）

韓
l:、sK1，

、も

ﾐﾐ､§，

ＳＦＯ８

圃町0 冊

Ｉ

道路遺櫛と大沢池北岸部（８５－２調祢区）

４１

Ａ

Ⅷ
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百寓塔データーベース

平城宮跡発掘調査部

考古第一調査室は，昭和5 7 年より史料調査室とともに法隆寺所蔵百寓塔の調査を継続してい

る。昨年度から，塔身部のデータをI BM5 5 5 0 に入力しており，3 , 0 0 0 基分の入力が終了した｡

今回は塔身部の入力項目について紹介する（下図) 、

百万塔は，恵美押勝の乱( 天平宝字八年．7 6 4 ) を契機に作られた木製の三重小塔で，乱から５

年半後の宝亀元年（7 7 0 ）に百万基が完成した｡ 塔は横軸ロクロを使用して塔身部と相輪部を別

々に作り，組合せたものである。塔身部底面にはロクロの爪跡があり，この底面と第三層笠上

面には製作に係わった工人名・製作年月日・工房名の墨書銘がある。

入力項目は，百万塔塔身部の製作技術・生産体制の復原およびデータの管理に必要な属性を

3 9 項目に整理したものである。計測値を扱う計量的項目と塔身部各部の特徴を扱う非計量的項

目とに大別すると，各項目に用いるバイト数をできるだけ減らすために，非計量的項目の多く

を記号で示し，計量的項目は将来の数量的処理に備えて生の数値を用いた。計量的項目（寸法）

は塔身部の形態・法量を把握するための計測値1 5 項目（単位、､ ）で示す。非計量的項目のうち

墨書人名・年号以外は，記号化した選択肢の中から該当するものを入力する。大半は１文字の

記号（アルファベットか数字）を用いるが，銘文位置と接合法で，銘文や接合が複数個所に承ら

れる場合には，記号を組合せた（ＳＫ，１３など) 。また，ロクロの爪跡は，基部底面を碁盤目状

の９象限に分割し，各象限内のロクロ爪の有無・爪の向きをアルファベットで示す。例えば

箱形の' 三l は２Ｂ４Ａ５Ａ６Ａ８Ｂとなる◎爪の配侭型式は1 0 0種を超える。墨書人名は漢字

( 釈文）で入力し，読承は片仮名で示し，姓/ 名とする。年号は釈文と西暦で示し，西暦は年/ 月

/ 日とした。この場合，元号「聖」を冠するものと，冠しないものとがあり，前者は神護景雲

年間（76 7～77 0 ) ，後者は天平神護年間（76 5所蔵者ＢＨＲ巻番号１５１６

写真種類寺仕分Ｆ

～ 7 6 7 ）と解釈した。図面存否指定在否

銘文位置Ｓ

以上のデータ処理で目指していること左右工房Ｒ

墨書人名道守／葛万呂（寸法）

は，製品個煮の特徴から製作工人を特定す仮名ヨミ汽ﾘ / ｶ ﾄ 毒マロ

年号( 西暦）7 6 8 / ０４／2 ７１４. ( A ）３．３

ることである。これが可能となれば，墨書年号( 釈文）雲二四升七１５．（８）６．４

刻印３１６ . ( C ）９．５５

データと突き合わせて百万塔製作工房の組針書存否Ｎ１７. ( D ）1 2 . 7 5

ロクロ爪Ｙ１８． ( E ）１３．２

識と規模を復原できるし，年間．月間の製爪打ち直しＮ１９. ( F ）８．４８

ロクロ型式２B 4 A 5 A 6 D8 B２０．( G）2 . 1 8 X 2 . 2 1

作数の変動, 工人の勤務形態…の占震腰Ｒｇ' ･ ( 1 0 7 " 2 x 7 . 6 4Ａ０２２． ( 1 ) 8 . 5 6 X 8 . 3 3

有形態や耐用期間, 一日の製作数など工房鰯蚕Ｙ２ａ( J ) 9 32X9』７２２４． ( K ） 9 . 6 5 X 9 . 5 5

運営の実態にまで迫れるであろう｡ 現在，鶏りＨ２a ( M) ａ饗

２５．( L）10. 56X10 . 40

相輪部についても同じ方法で, 入力項目の龍保》存否Ⅲ２ａ( 0) ４５３

Ｎ２７ . ( N ）３．９３

設定作業に取りかかっている。（岩永省三）コンピューター入力の一例

－４２－



四足獣を描いた土器

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

当調査部は1 9 7 8 年に藤原宮の西辺部で，藤原宮第2 6 次調査を行った。調査地は橿原市四分遺

跡の一部に当たっていた, うこの調査では，多麓の弥生土器とともに，四足獣を描いた土器片が

（１）

出土して注目された。当初これは捌I i l 鐸形土製品の一部であろうと推定したが，その後，別の破

片が接合して壷形土器の口縁部の可能性が高まったので，あらためてここに報告する。

出土地点は調査地の南西部で，弥生時代後期初めの土坑を覆い，後期弥生土器を多丑に包含

する黒褐色土層である。この破片は大型の壷形土器の口縁部と思われ、口縁部外面に粘土帯を

貼付した痕跡がある。なお' －１縁端部の残りが僅かなので，口径や傾きは確定できない。胎土に

石英・長石・クサリ喋を含み，色調は赤褐色を礎すの調整は内面がヨコナデ後へラミガキ，外

面がナデを施した後, 紋様や絵画を描く。時期は, 弥生時代中期末か後期に属すると承られる。

内面の紋様・絵画は，①縦に格子紋を描き，②次に口縁端部に沿って，線鋸歯紋を描く。ま

ず大振りの線鋸歯紋を描き始めるが，途中で上下に区両線をいれて小さくし直す。③さらにち

ょうど四足獣の胴のあたりを通る斜線をひいてから，④最後に四足獣を描く。胴体，足の順に

描いてから、腹を描き直し一回り太らせる。外而には，複合線鋸歯紋をめぐらせる。

この土器を飾る紋様・絵画は，釧鐸のそれに基本的に共通する。これが土器であることが確

定的になったことにより，土器と釧鐸との紋様の描き分けの実態を追求することが，今後ます

ます重要な課題となろう。（深津方樹）

（１）「藤原宮第2 6 次（宮西辺部）の調細『飛鳥・篠原宮発掘調迩概報』9 1 9 7 9 年。

同 2 フユ亀 ■ ａ
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飛鳥 資料館の特 別展示

飛鳥資料館

特別展示 「大官大寺」 飛鳥の寺院シリーズとして，大官大寺j畏を催した。大官大寺は 1963年

以来， 10次に及ぶ発掘によってその全貌が切らかとなり，文献史料を証明するかのように大(JJll

躍が判明した。この飛鳥最大の寺院を小さな展示室でどのように表現するかが最大の課題であ

ったのそのため金堂の屋取 と Ilq:先制下の組物の一部を原寸大股型に作 り，垂木先と 11iJ~木の自IP金

具ーなどによって壮大さを示したのまた「大安寺(lJlI藍縁起井流記資財帳」を陳列し，資財帳にみ

えるように熊凝精舎，百済大寺，高市大寺，大官大寺，大安寺へと大官大寺の移り変わる様相

を額安寺，吉備廃~f:，奥山久米寺，紀寺などの各想定I地也説のある寺院跡出土の軒l

示した。大安寺出土の三彩陶枕も展示したの

特別展示 「日本と韓国の塑像」 飛鳥の川原寺tJ~山や西の京の薬師寺など，最近の発掘によ って

注目すべき優品の塑像の出土があいついでいるが，一方，純国においても光州の元陸寺，益山

の弥助寺などで塑像の報告がされるようになったの当館開館10)珂年を記念して日本と韓国の寺

院跡出土品に焦点を合せたj昆示を企画したの高句腿元五里廃寺出土加来坐像， 菩薩立{象を中心

にして実大写真 ・ バッタパネルで'ltrt象を示し，堂内の荘厳さを表現した。統一新~1ll文武王が茶

児にふされた跡と伝わる|凌旨塔の四附から出土した丈六仏衣文断片は， 事~~本型 {象の問題も含め

て，石応中心の隣国の寺院研究に新たなる課題を提起したの百済の代表的寺院として知られる

扶余の定林寺から出土した北郷様式の陶{I:flと伴1:1:1した塑像を多数展示したのまた最近出土した

光州郊外の高臨時代の金箔貼りの塑像併を並べた勺 一方日本の塑像は川原寺裏山の作品を中心

に展示したn とくに丈六像の断片や小形の培本塑像など，西金1:1::や塔に安値されたと推定され

る一括品である。定林寺出土芸陸首部，揃寺出土台座i近弁及び本薬師寺出土侍者像や，薬師寺

両塔の釈迦八相像， また，滋貧 ・雪野寺， 鳥取・斉尾廃寺， 岡山・ 久米廃寺， 三重 ・天花寺

廃寺など出土塑像の主要な作品を紹介できた。これまで!Ij¥i国の塑像は我国で'ほとんど紹介され

大官大寺金~*I 先?反応.ftï型 扶余定林寺女官像
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ておらず，また

塑像の定義も両

国の研究者によ

って若干の違い

もあったが，テ

ーマをもっ小展

示として新しい

試みであったc

O~熊球!協〉



石造文化財の経年変化

埋蔵文化財センタ

古墳の石室や城の石垣等の消造文化財は〆保存・修復工事を行うにあたり，従来その崩壊の

状態や進行の予測は目視観察や石の間隙にガラス片を挿入し，その破断状況から動きを決定し

ようとするなどの定性的な判断によることが多かった、このため経年的な石材の歪堂や変位量

等の挙動が定量的に把握されておらず，適切な保存・修復の時機や工法を決定し，作業の安全

を確保するための評価基準となる数値が明確化されていないのが現状である。本研究では，崩

もずめ

壊の顕著である物集女車塚古境石室（( ( 部府向1 . i 市）と盛岡城石h : 〔（岩手県鴨岡市）を調査対･ 象

とし，従来経験的な判断にの承委ねられていた石職遺構の経年的な変位堂を定量的に把握する

ための実験を行っている。さらにこの数値を解析して構造上の特質と崩壊の原因を究明し，汎

用的な保存工事計画を立案するための基礎的な資料とするべく現在なお測定を継続中である。

物集女車塚古墳石室６世紀前半に築造された片袖式横穴式石室で，構造と破損を調査した結

果，玄室の一部に芋承だしが見られ，約兇の石材にひび割れが発生しており，詰石の脱落が著

しい。羨道は玄室に比して小さい病材で構成されており石積方法も玄室と異なり，両壁面の夢

承だしも激しく石積の安定･ 性については放般できない状態にある。石材の割れと構造的な変形

の顕著な場所を選定し，石材間にはパイ型変位計1 7 個を，羨道・玄室の両壁面間には高感度変

位計を各々１個づつ設匠し，相対的な変位を測定している。測定期間は1 9 8 5 年1 0 月より週１回

測定を行っているが，開始より半年間で大きくは約１ｍｍの挙動を測定している。

盛岡城石垣「盛岡城跡保存整備聯業一石垣移動堂調査」として実施している、測定機器の

設侭場所は城の西側石垣面で，現在石垣の下部が牧承だし，中段部が大きく変形してくぼんで

いる部分を選定した。測定方法は自動計測と手動計測を組承合わせ，両者の成果から石垣の絶

対的な挙動を導いている。自動計測では基準梁を桁垣面に平行に設侭し，これに変位計を取り

付けて水平・横水平・鉛直方向の変位を測定す

る。基準梁自体の傾斜は傾斜計により求め，さ

らに石垣の表面歪と表面温度も計測している

（右図) 。手動計測では基準梁を含む石垣面に標

定点（1 5 点）を設置し，定点観測台に０．１秒読

承セオドライトを据え，前方交会法により変位

を測定，レベルの併用により石垣上部の沈下及

び水平移動量と基準梁の変位を求めている。測

定期間は1 9 8 5 年1 2 月より開始し５年間を予定し

ており，データは電子計算機により処理し解析

を行う。（伊東太作・内 I T I 昭人）

－４５－

, 汁器取付位股図



年輪年代学（６）

埋蔵文化財センター

年輪年代学研究の基本は，暦年の確定した標準パターン（以下, 暦年標準パターンという）の作

成にある。これまでヒノキによる暦年標準パターンは，西暦1 0 0 9年から1 9 8 4年まで作成してい

た。一方で，これと併行して進めてきた暦年の確定しない標準パターンは，主に平城宮跡出土

の柱根類や曲物容器などで8 7 5年分を作成していた。両者は，長期間にわたって連結できない

ままであったが，１２都府県におよぶ試料探索とその年輪計測の結果，ようやく東京都一橋高校

遺跡出土試料によってこの連鎖に成功した。この結果，ヒノキによる暦年標準パターンは，紀

元前37年から1984年までの2021年分が完成したｎ従って，この暦年確定範囲内においては，１

年単位の年代測定が可能となった。当研究所が年輪年代学研究に取り組んでから６年，本研究

はいよいよ応用研究段階へと進展した。今回は，ヒノキによる2 0 2 1 年分の暦年標準パターンの

作成に成功した経緯の概略を報告する、

暦年標準パターンの延長西暦10 0 9年から19 8 4年までの暦年標準パターンの作成に用いた供試

材は，主に木曽ヒノキであるが，１８世紀前半部分の年輪データはわずかに２～３点の試料によ

るものであり，標準パターンとするには，年輪データ数が少なすぎる｡ そこで，この部分は，

主に重要文化財東大寺二月堂参篭所部材や愛知県清洲城城下町遺跡出土試料などによって年輪

データを補充するとともに，福井県一乗谷朝倉氏遺跡出土試料によって暦年標準パターンの先

端を1 0 0 9年から7 8 3年まで延長することができた。

重要文化財東大寺二月堂参篭所この建物の解体修理は，1 9 8 1 年４月から1 9 8 4 年６月にかけ

て実施された。この時に不用となった廃材のなかから比較的年輪数を多く含む板材を39点収集

し，供試材とした。これら試料間相互の年輪変動パターンの照合の結果，7 2 9 年分の標準パ

ターンを得ることができた｡この標準パターンをさきの暦年標準パターンと照合したところ，

その1027年から175 5年の部分と重複することを確認した、ちな承に，この建物は天井裏にあっ

た修理棟札から，天明６年と明治3 7年に修理されていることが判明しており，試料とした板材

は天明修理時の後補材とゑてよかろう。

愛知県清洲城城下町遺跡この遺跡の発掘調査で出土した各種木製品のなかから曲物容器や

折敷など1 1点を選定し, 供試材とした。これら試料間相互の年輪変動パターンの照合結果から，

5 6 8 年分の標準パターンを得た。これと，現生木試料によって作成し，東大寺二月堂参篭所試

料によって補強した暦年標準パターンとは，1 0 2 4年から1 5 9 1年の部分で重複することを確認し

た｡ 以上は，いずれも暦年標準パターンの有効な補強試料となった。

福井県一乗谷朝倉氏遺跡この遺跡から出土した曲物容器( 蔵骨器) の底板には，7 7 6 層の年

輪があり，これが先の暦年j 標準パターンと重複し（10 0 9年～15 5 8年) ，さらに暦年標準パターン

の先端を1 0 0 9 年から7 8 3 年まで延長することができた。

－４６－



暦年の確定しない標準パターンの作成2 0 2 1 年分の暦年標準パターンを作成する一方で，それと

は別の遊離した暦年の確定しない標準パターンを主に３か所の遺跡出土木材で作成した。

広島県草戸千軒町遺跡この遺跡は，中世の代表的な遺跡として著稿なものであり，１７世紀

の大洪水で壊滅した町である。この遺跡から出土した多量の木製品のうち，鼻繰５点を選定

し，その年輪計測を行ったの鼻繰は，大形の材木の先端に運搬用の縄掛孔をあけ，運搬後，不

用になった部分を切り捨てたものである。５点相互の年輪変動パターンの照合の結果，相関の

高い４点を用いて，3 2 3 年分の標準パターンを作成した。これと，先の暦年標準パターンとの

照合の結果，両者の明瞭な重複位侭は検出できなかった｡ 従って，この標準パターンは暦年標

準パターンとは異なった年輪変動パターンをもつグループであると判断した。

京都府鳥羽離宮跡この遺跡は、平安時代後期，１１世紀末から2 1 1 1 t 紀前半，上皇の御所とな

ったところである, 、この遺跡から出土した角材１点と井戸枠材７点を供試材とした, 、これら試

料間相互の年輪変動パターンの照合によって，6 1 1 年分の標準パターンを作成した, 、これを先

の暦年標準パターンと照合したところ、両者において明瞭な重復位縦は確認し得なかった, 、し

かし，さきの鼻繰５点で作成した標準パターンとこの標準パターンとは，前者の新しい1 9 9 層

の部分と，後者の古い1 9 9 屑の部分とが合致したので，両者を総合して7 3 5 年分の標準パター

ンを作成した。

奈良県平城宮跡この遺跡から出土した柱根類や曲物容器類（･ Ｉ畠に底仮) ，さらにその他の

遺跡からの出土木材等を加え約5 0 点を選定し，供試材とした、試料間相亙の年輪変動パターン

の照合の結果，相関の高いグループ2 3 点を用いて8 7 5 年分の標準パターンを作成した。この標

準パターンと，さきの草戸千1 l i l : 町遺跡・鳥羽離宮跡の標準パターン（7 3 5 年分）とを照合した

ところ，前者のうしろ３２７層の部分が後者の先頭部分と重複することが確認できた。これによ

って，両者を総合した結果，1 2 8 3 年分の標準パターンが完成した。しかし，この標準パターン

と暦年標準パターンとは，依然として直接連結できないままであった。

紀元前3 7 年から1 9 8 4 年までにおよぶ暦年標準パターンの完成西暦7 8 3 年から1 9 8 4 年までの暦年標

準パターンと暦年の確定しない1 2 8 3 年分の標準パターンとは，１２都府県におよぶ試料探索とそ

の年輪計測の結果、ついに東京都一橋高校遺跡出土試料によって連鍍に成功した。

東京都一橋高校遺跡この遺跡は，１７世紀から１８世紀にかけての江戸の町屋と墓地からな

る。試料は円形の蓋材で，４１１層の年輪を数え，7 8 3 年に到達していた暦年標準パターンの先

端部分3 6 4 層，すなわち7 8 3 年から1 1 4 6 年のところで重複していることを確認した。さらに，

暦年の確定しない1 2 8 3 年分の標準パターンとは，第7 7 3 層から第1 1 8 3 儒の部分で重複すること

が判明した。これによって，2 0 2 1 年分からなり，紀元前3 7 年から1 9 8 4 年におよぶ暦年標準パ

ターンが完成した。

目下，この暦年標準パターンを応用した研究や，これをさらに古く遡る試料の探索，ならび

に他の樹種（特にコウヤーマキ）への適用の可能性についても検討中である。（光谷拓突）

4７



動物遣存体の調査（２）

埋蔵文化財センター

現生動物骨格標本の作成前年度に引統いて，現生動物の骨格標本の製作を継続している。

1 9 8 5 年度までに作成した動物‘ 標本は，噛乳類6 0 個体，鳥類3 0 個体，魚類1 6 5 個体( 種の亜復を含

む）などである。しかし，遺跡から出土する主要な動物種を揃えるにはまだ多大の努力を必要

とする。なお，作成した現生標本のリストは，一応の目安がついた段階で，目録を作成し，公

開する予定である。

遺跡出土の動物遣存体の調査各地から依頼を受け，遺跡出土の動物遺存体の分析を行った。

その中でも特筆されるのは，大阪文化財センターの依頼による，近畿自動車道吹田天理線建設

じようやま

に伴う大阪市平野区城山遺跡出土のウマの' 間・である。このウマは, 奈良時代の溝中より出土し，

頭骨（下顎骨を含まない) ，大腿骨，肋骨，椎骨などが，散乱状態で出土した。出土状態や，骨

の成長度などの所見から，すべて同じ個体であると思われる。頭骨及び，大腿骨には，鋭い刃

物による傷が付けられ，死後，解体されたことを物語る。特に脳頭蓋の上半部には丁寧に打割

り，擦り切って脳髄を摘出した痕跡がある（下図) 。このウマが，病死したものか，故意に殺さ

れたものかは明かではないが，何らかの目的をもって脳髄を摘出した事は明らかである。その

かわなめ

利用目的として，皮螺し剤としての利用を考えた。根拠としては，すでに小林行雄力§ ( 1 9 6 2 『古

代の技術』）指摘しているように，延喜内蔵寮式には，造皮の功として「鹿皮一張。長四尺五寸

広三尺。除毛曝涼一人。除府宍浸釈一人。削' 鵬和脳嵯乾一人半。」とあり，古代には脳を皮糠

しに使ったことがわかる｡ また，養老厩牧令，官馬牛死条に「凡官馬牛死者，各収皮脳角胆。

若得牛黄者別進｡ 」という規定があり，その規定に対して，令義解には「脳者◎ 馬脳也。胆者。

牛胆也｡ 」と注釈されている。これは，官の馬牛が死んだ場合，共に皮をはぎ，馬の場合には

脳を，牛の場合には角と胆嚢を取れと規定したものである。この脳の用途も皮擬し剤としての

可能性が強いだろう。また大腿骨にみられる解体痕は，前出の養老厩牧令の「凡因公事。乗官

私馬牛。以理致死◎ 証見分明者。並免徴。其皮宍。所在官司出売。送価納本司｡ 」という規定

にしたがって，皮を剥いだ後，肉を取る際につけられたものと思われる。この城山追跡出土の

ウマも，官私の区別は困難ではあるが，死んだ後に，厩牧令の規定どおりの処理がなされた可

能性が強いといえよう。このように遺跡

１

城I j I 遺跡出土のｳ ｰ ﾏ の頭蓋骨

4８

から出土した動物遺存体の分析結果と，

古文献の照合によって，古代における死

んだ馬牛にたいする処理，特に皮革利用

技に関して新しい観点を設ける事ができ

た。（松井章）



全試料型Ｘ線回折装置の開発と応用

埋蔵文化財センター

文化財を効果的に保存処理するには，あらかじめ，材質や構造の調査，ならびに劣化の状態

を把握する必要があるのさらに，これらの調査を行うには，非破壊的な手法によることが望ま

しく，当研究所では従来から，材質調査には蛍光Ｘ線分析法，構造調査にはＸ線透視法などが

行われてきたいしかし，金屈製遺物に承られるサビの種類を同定し，腐食生成物や腐食の過程

を正しく把握する場合，従来の方法では遺物の表而サビを数1 0 ｍｇ以上採取し，これを２００メ

ッシュ以下の粉末にしなければならず，分析の対象となる遺物はその形状などから，かなり限

定されてきた、今岡新たに導入した全試料型Ｘ線阿折装侭は，当研究所と理学電機ＫＫにより

共同開発したもので，基本的にはＸ線応力測定装侭を改造し，これにゴニオメーター部を取り

付け，Ｘ線源と検出器を連動できるようにしたものである。そして、装侭全体を三軸方向自在

に移動させて遺物上に定めた測定点にセッティングする方式である、この方式によれば，測定

対象物の形状や大きさの制約を受けず如何なる状態の試料をも測定することができる。すなわ

ち，①試料採取が不可能な辿物に対しても物質の化合状態について測定できる。②測定からデ

ータ処理までのすべてをコンピューターコントロールでき、徴少部分や微量の付篇物試料をも

測定することが可能である，などの特徴を有する, 、

測定例銀象朕を施した遺物の銀線に付着する微｣ , t の黒色物質の場合，試料採取が許されな

いことから，従来の装侭では検出できず推定の域をでなかった。しかし，本装侭を使えば，この

種のものも測定することが可能となり，この場合には塩化銀〔A g C l 〕が存在する郡を確認した。

また，従来から蛍光Ｘ線分析法で，鍍金された製品から水銀〔Ｈｇ〕を検出し鍍金技術などの確

認をしてきたが，木装綬では，金アマルガム〔a - A u 5 H g 〕を確認できるので，さらに金と水銀の

化合状態も明らかにする事が可能となった。また，金箔がほどこされた遺物で，その戯が少な

くても遺物について精密に格子定数を測定することが可能となり，Ｘ線回折法からでも金の含

有量を推定することができる。その他，土器表而や漆器の彩色物質などの試料採取にも困難な

場合が多く，従来は蛍光Ｘ線分析法に

より材質を推定していたが，本装侭の

導入によってベンカラ〔F P 2 0 3 〕や水銀

朱〔H g S 〕などが簡単に同定できるよ

うになった｡

なお，本装侭は，文部省科学研究聾

一般研究( A ) ( 代爽者・町I I i 章）の補助

金を得て購入したものである, 、

（町田章・沢田派昭・肥塚雌保）願・沢田 1 1 ﾐ 昭・肥塚 | 碓保）全試料咽Ｘ線同折装涜
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第二回保存科学研究集会

埋蔵文化財センター

保存科学研究集会は，昨年度に統き1986年３月２４．２５日の２日間にわたり開催され，全国の

保存科学関係担当者および関連諸分野から約6 0名が参加した句

第一日目は，ガラス・紬薬・青銅器の化学分析（山崎一雄氏）および青銅器の鉛同位体比測定

( 馬淵久夫氏）についての発表が行われ，次いで考古学の立場から近藤喬一氏の自然科学的研究

に対するコメントが寄せられたの山崎氏は，これまでに公表されている分析データも含めて整

理し，若干の分類を試承た。さらに，新しい分析方法による測定値の再検討もはじめており，

従来のデータを見直す必要性についても言及している。馬洲氏は，従来のデータに加え，最新

のデータを紹介し，中国産方鉛鉱の測定値から漠式鏡の原料産出地が，後漢中期に華北から華

南に移行したことと，同時に，日本における弥生時代から古琉時代中期にかけての青銅器原料

も華北のものから華南のものに移行している事実を指摘した。これらの発表について近藤氏は

鉛の同位体比から青銅器原料の産地を探る研究は画期的であるが，原料を運んだか，製品を運

んだかは依然として疑問であることを述べ，さらに青銅器の微量成分としての亜鉛の解釈に不

明なところがある事を提示した。

第二日目は，土器の化学分析（三辻利一氏) ，埋蔵文化財の保存環境（江木義理氏) ，遺物の非

破壊調査法（沢田派昭) ，文化財の構造調査法（肥塚隆保）について発表がおこなわれた。また，

土器の化学分析について都出比呂志氏のコメントがあった。

三辻氏は従来の蛍光Ｘ線分析法により，須恵器以外に土師器・埴輪・瓦・火山灰・花樹岩に

ついても分析を行い，その産地推定の可能性を示した。これに対し，都出氏は，須恵器の流通

圏が知れることについては評価しているが，その成果の考古学的解釈に関しては問題点がある

ことを示した。江本氏は，埋蔵環境における文化財の劣化現象を土中と水中の場合について述

べ，古噴の壁画や収蔵環境における場合についても言及した。特に日本では水中における劣化

現象についてはよく研究されておらず，興味ある発表がおこなわれた。沢田は，非破壊分; 祈と

しての蛍光Ｘ線分析法による青銅遺物のサビと地金成分の変動や，従来からの青銅鏡の分析に

加え，銭貨や銅鐸などに同様の手法を応用して材質判定の有効性を提示した。肥塚は，主とし

て，Ｘ線透過撮影による遺物の構造調査について言及し，その重要性を主張すると同時に，現

在の画像処理についての問題点についてふれた。

最後に，総合討議が行われ，これらの自然科学的手法による調査法の展望について活発な情

報交換が行われた。また，これらの研究は，自然科学者と人文科学者がそれぞれアプローチし

合って研究を進めるべきであるとの意見が大多数を占めた｡いずれにしても，この種の研究

は，日本では歴史が浅い分野であり，今後の成果に強い関心が示されると同時に，期待されて

いることを強く感じた次第である。（沢田正昭．肥塚隆保）
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平城宮跡、の整備

平城宮跡発掘調査部・庶務部

1985年度の平城宮跡の整備は，宮内学i南殿第2殿復原整備，壬生門基肌復原を含む外周緑陰

徳:整備，第一次ili1l堂院東部地区整備，中央緑1¥会務整備および佐紀池護岸整備などを実施した。

宮内省南殿第2殿復原整備 第二次内装束方官街地区において，官1tFi一区画を復原盤v1liすると

いう計四の-J~~ として行ったもので， 1974年に完成した南殿(以下鈎 1肢とl乎ぶ〕に次いで2-!Jj!

目にあたる(位前図A)o 今回の第2殿は，先の第1殿と規模 ・構造ともま ったく同じもので，

桁行511J1・梁行2r~n .切妻造 ・愉皮茸よりなるo-l:11U1はそれぞれ10尺(施行値3.0m)。第2肢

は第1殿と梁行のれ心をそろえ，丁度れIM121甘j分はなれて第1殿の南方に位置する。

施工にあたっては一旦泣桝而まで、再発抗1:し，砂層で巡椛を保護した」二，所定の高さまで科学

的な土妓処理 (ケミコ ライム{史Jfl)を行って基粧を形成し， この上に地中柴を伴ったコ ンク リー

トスラプを打ち，建物荷重の分布をはかりi立構面への影轡をあたえないよう配厳した。木工事

や屋恨工事などはすべて第1殿にならったが，今回新たに加わったこととして次の諸点がある。

1. 南北88m，東西47mの一区闘を将来的にはすべて復原整備するとし、う観点から見直しを

行った結果，第1殿を現状より約60cm上げる必要が生じたのこのことは現在露出整備してい

る第 1 殴北方の主殿を復原建設する場合の遺構保護 (4~\ に磁石〕の保諮問確保に起因するの

2. 上記との関連から区画内の最終盤的而のレベル調拡を行った結果， 北から南へ傾斜する

旧地形は尊重せざるを得ず，第1殿と第2殿との差もそれに応じて20cmとり，第2殿の施工基

準高を70.55m (J，'iJIllIï，~石川辺地鍛高〉 と したη したがって第 1 殿の同位i位向は 70.75 mとなる。

3. 第2殿の正面 ・背面側に内法長判lをとりつけ，同開口部には長押下に鮪材を入れた。こ

れにともなって第1殿も同種材を布Ii加したn

4. 床面を三和土の日ilき仕上げとし，Hソ心位置に木製の白地を入れて 9m2ずつの区画を設

け亀裂を防いだの第1殿もこれに倣ったη

5. 第l殿の屋恨の一部を葺替えたの

壬生門基壇復原整備 第二次iji!J堂院の正而に

位置する平成宮南面東門 (壬生1"])基山の復原

整備を行った(位低図B)。壬生門跡の発掘調

査(第 122次調査)は1980年に行い，東西 28.9

m，南北14.0mの門基取の掘込地業と，その

西北縁部で地被石(凝灰岩〉の痕跡と考えられ

る浅い碑を検出したのしかし，基悶土は完全

に削平されており，柱位置の確認はできなか

った。つづいて1981年に朱筏門をはさんで対

- 51ー
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称の位jri:にあたる南面西門 (若犬養門〕の発掘調査(鈎 133次調祝〉を行い，若犬養門が桁行 51UI，

梁行21HJ，柱間17尺等IHJで朱雀門と同じ規模であり，既に発侃調査を行っている閤面中門 (()i:

{j~jl'1 ) お よび南門 (ヨミ手門)な どよ り，ひとまわり大きいことを確認 した。こうしたこ と から壬

生門の平而規模も若犬養門 ・朱雀門と同一であったと考え， 復原基.tnの大きさを求めたの
すなわち，基胞は凝灰岩による田正取とし，基1fiの出は安似1]，平側と も側H心から8尺 (2.4

m)と考え，東西 101尺 (30.3m)， 南北50尺 (15.0m)の規模としたの基).，.../高は4尺 (1.2 m)， 

階段は中央31首jに対応する大きさで・正而および背而に設けたη 復l京基仰はひとまわり内側に設

けた鉄筋コンクリートおIH立にステンレス体(中9mm)およびモルタルを用いて凝灰岩切石をfhli

り付ける従来の方法で行ったn基九九l上而には18悶の磁石を並べた吋礎石は正方形(102 cm fC)) 

の花尚岩に円形 (‘/.78cm)のれ座を造111す形式とし， 今回はさらに蛍および扉口の地磁石に牒

がる地iJ1肢の造出しも行った門扉i!ijl!描穴は蹴放下の地従石に直接T，fつ形を想定し，唐居敷の表

現は行わず，そのかわり蹴放下の地説石似を2尺 (0.6111)と広くしたη 造tHしの断面曲線等の

詳細は平城宮出土礎石およひ:111域国分寺場:1礎石等を参考にして決めたη 基J'i'/上而の仕上げは小

子門復原基町に倣い，中央31問分はみ，0κ岩敷とし，両IJあはコンクリート rJllきとしたの

外周緑陰帯整備 ヨモ生門)M辺の約 16，100m2について，南而大垣，二条大路およひ'その両側iiYi，

壬生門前而の橋，二条大路の南に接する宵外築地堺などの復原表示を行った(位il.t図B)..，

南而大垣は朱雀門・=r:生門 ・ 東南!~J!J部三点の座標値が一直線とはならず，毛生門基ht心は朱

雀門と東南I\'J~ とを結ぶ線より 北に 33.6cm ずれているのその結果，大塩は壬生門基Jiiの左右で

折れる ことにな り，二条大路とわずかではあるが方位が一致しないこととなったn 大垣の整備

は，前年までと同級， 浅:灰岩切石によ り築地基底l隔を示し，生垣状にサザンカの植栽を行った。

二条大路についても前年までと同工法とし，北 ・南の側怖を玉石m護岸科で示し，大路の路
面は張芝とし，側糾沿いにシ〆レヤナギ，中心線沿いにシラカシの列植を行ったのなお，壬生

門の前市iの大路部分は砕石M設とし，門前の広がりを表示し，北側併には壬生門の階段幅 (J5.9

n，)に合わせ木橋の復原京設を行ったn木f，ffi材には米必の小節寂をj羽い， 骨材のH形鋼の」二に

取り付け，側面も板材で鋼材を見えないよ うにしたのまた，二条大路市側併のさらに南側の隣

;iZ;内省I有路ití~2 ~1の復応CÎ削m "['1;.門1，¥;1>;'[の復原被Wi
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接民地との聞では，調査で確認している符外の築地明について，縁石を布設してその基底帽を

示し，築地部分を数砂利とし表示したの

なお，今年度施工区(奈良市二条大路市二丁目〉は， 平城宮跡およびその北部一帯からの雨水

掛水が集中し，来雨H寺に隣接住民と度々トラブルが起きていたのそこで今回復原表示した南側

出内にU形桝(深さ 45cm)を布設し，大雨時の釧水五tをJ曽し，民地への浸水を防ぐようにしたの

第一次朝堂院東部地区笠倫 鈴一次大極殿 ・i:OI堂院地区については， その束辺ffl~の調査がほぼ

完了したことと，宮跡、の環境強制Iiが進み，特に宮跡中央に位慨するこの地区が未整備地とし目

立つようになってきたことから、 平成7生.跡の基本桃想による本絡的な建物復原を開始するま

での何定的な捻備を実施することとしたn 今年度はまず車11堂院東辺地区の約9，200m2につい

て， 地形造成並びに築地Wf:.建物表示を行った(位i何凶C)。築地卵は，平均 30cmの成土上に

その基底l隔を縁石で表ポし，築地部分を砂利政で表示したη また 1抑]堂院京第 1・2堂につい

ては，基Jill整備が来年度以降.になるため，平均 20cmの盛土を行ってその位慨を表示するに留

めたn なお，第2堂のI句の付属11:11立柱建物は，花!品岩縁石によってその規模を表示したn

中央緑陰帯整備 第一次と第二次の内裂 ・iWJ'lih院地区にはさまれた中央線|絵子告は， 大部分が

整 ~Ili済て、あるが，今年度は第一次ïlVJ並院東辺南部に接する米強制ÎÌ地区とこの緑陰持内を貫通す

る苑路を通称一条通から近鉄線路切まで完成させた(位i白図D)n これまでこの苑路は砕石敷鮒

装としてし、たが，県 ・市道と直結させたことから，利用者の増加が考えられるため，路面を特

殊舗装(自然色合Ii装)とし，苑路沿いに水銀灯16基を設位したの

佐紀i也護岸整備 宮跡西北部に位置する佐紀池は， これまで第92次発掘調査によりその南東

部で池汀線の一部を確認しているの 現在この池の図と南側は提でその上が市 ・道となっている

が，宮跡北部丘陵地の宅地開発が進み，年々佐紀池への流入水量が地加し，長雨時の緊急放流

等管理について住民から苦情が度々寄せられ，さらに西側提下で漏水が発見されたこともあっ

てボ ー リングによる保体の調査を実施したn その結果，見天端より - 5 ~ 6mのところに透水

性の高い土!習を検出したため，その下音11に確認出来た不i垂水性の料itt土層に至る銅製11二水矢板

(深さ 6111)の打ち込みを西側児休前前で行ったわ現状のtili体育ii而は花i対岩の間知 石肢であ

り，石毛Tの裏側に水が以入していることも考えられるため，矢板天端高は常水面より 3ゆcm高

とし，さらに矢板と石杭の附はコ ンクリ ートII設として水の以入を防止した (位i位図E)"

その他 北方官街地区整備と して'点跡北東部の水上池池尻で行っていた東大許可 (5D2700)の

復原について，通称一条通までの約63111を延長し表示した(位附図F)。ただし，この地区は未

発掘であるため，整備面での玉石縁石の布設によって榔の規模を示すに留め，水路幅i内は黒色

の砕石放とし水面を表現したの (細見必三 ・波辺成史 .~'hi'紙製ー)

I 南側目2殿 r 1111Jlf 石恥刊行すτ引rl"州問 |佐紀池 |北方官術
|規模川 9450 19;93 1 1防l | 9200 | 5580 | 日|250 
工'l'1(千円) 1 90，596 I 19，271 1 96，529 1 17，598 1 29，647 1 15， 202 I 1， 55~ 
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今回のインドネシア訪問の目的の一つは，同国の木造建築，とくに伝統的な民家の保存状況

および構造形式の調査を行い，日本の伝統的民家との関連性を把握することにあった。

訪問先はスマトラ・ジャワ・バリ・ロンポク・スソバワ・スンバの各島で，日程の作成・現

地での案内などインドネシア教育文化省の全面的な協力を得ることができた。

インドネシアは2 , 0 0 0 余の島, 々と，2 5 0 程の部族，回教・キリスト教・ヒンドゥー教などの

宗教も多様で，伝統的な民家については，部族ごとに異なった多彩な建築形式をもつ。１７世紀

頃には国力が増強し，各部族長に権力が集中した結果，首長の家の巨大化あるいは装飾化が進

み，現在のような民族的な建築様式が確立したとされる。しかし，この民族的な装いを取除く

と，同一の部族では首長の家も，小民家も構造形式は同じで簡素である。各部族の民家の構造

形式を分類すると1 0 種類にもなるかどうか。さらに，構造形式の発展段階を追い求めると数種

類に集約できるのではないかと思われる。

東スンバワの少数山岳民族の集落に於ては，７０年程前の火災で焼け残った２棟の民家が伝統

保持のために村民の総意で保存されている。東スンバワのビマ族の住居は２階建ての高床形式

であるが，ロンゴ族の伝統的な住居は屋根裏を居住空間に利用した高床建物であるｎ床は４本

の柱で支え，柱頭部分には鼠返しの円盤を取付けている。室内は２室に間仕切って奥に米倉，

表側に寝間と台所を設ける。

バリ島やロンポク島の米倉はロンゴ族の住居とほぼ同形式の屋根倉である。スンバ島の住居

は４本柱の４周に廟を加えて２階建てとし，屋根裏を米倉に利用した高床住居で，ロンゴ族，

バリ・ロンボクの屋根倉と同一系統に属する。柱上の鼠返しは日本の弥生時代の高床倉に使わ

れ，屋根倉形式は弥生～古墳時代の西日本の高床倉庫として広く分布していた形式である。

西スマトラ・西スンバワの高床住居は，側柱だけでなく屋内にも柱を立てる総柱の形式をも

つ。二階の天井桁，あるいは母屋桁，棟木まで柱をたち上げる形式は，近年発見された和歌山

県鳴滝遺跡（６世紀前）の高床倉庫群との関連性を想起させる。さらに，北スマトラのバタッ

ク族の高床住居の側柱の床下部分を賞で固める手法も古墳時代に承ることができる。その他，

平らな桁の形状や，柱上の柄で棟木や桁を受け，柄，栓，蔓草で材と材を接合する方法など，

日本の古代建築と共通する点のあまりに多いことに驚くばかりで，稲作文化を共有する日本と

インドネシア両国および東南アジア諸国全体の深いつながりを思わずにはいられない。

今回の在外研修では民家を中心にした調査以外に，各地の文化財保存行政についてもその実

態を見て廻ることができた。民家の保存は部族長の民家以外は積極的な保存の対象にはなって

いないことにやや危倶を感じ，また，回教寺院やヒンドゥー寺院の木造建築の修理は数年前に

始まったばかりで，蟻害の処理，彩色・レリーフの保存と復原などの問題で日本の修理技術の

援助，とくに技術者の経験交流が望まれる。（宮本長二郎）

－５４－
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公開講演会発表要旨

象恢遺物の保存科学的研究象朕遺物の保存処理を進めてゆくには，その象恢の特徴を正確に

把握することが重要である｡このため，材質調査や構造調査等の事前調査を十分に行った後，

実体顕微鏡下で表出作業を行う, 、今回は，古噛時代では初めての銅象朕を施した鉄刀の保存処

理について発表したものである。この銅象朕の場合，今までに発見されている金・銀象縦に比

べてより細い銅線を用いていた。剛象朕を表出するため，鉄サビを削り落とすのだが，同時に

材質分析も平行して行い，銅線に鍍金が施されてないかなど，細心の注意を払った。また，

鉄や銅は塩化物の影響を受けて腐食が進行するので，脱塩処理を行い，刀身全体はアクリル系

合成樹脂を含捜して保存効果を商めるよう工夫した。（肥塚隆保）

縄文文化の起源日本における最古の土器を追求することにより，「縄文文化」がいかなる社

会的基盤の上に成立したかを考えたい、土器・禰器・動物遺存体など各種遺物の検討では，日

本の最古型式の土器は，大陸方面からの土器製作技術伝播の結果，日本に定着したものと考え

られ，その後の縄文式土器につながるものと言えよう。また動物遺存体の出土種・石器種の変

遷から，日木における土器の発生は，気候変化に対応する狩猟動物相の変化に伴う文化変容で

はないとすることができるr ､ すなわち縄文文化の起源は〆停滞的な始源文化ではなく，土器使

用の開始というカルチャー・ショックにより，アジアの東端に位侭する島国でひきおこされた

文化変容現象であるとすることができよう、（ - k 肥装）

番付墨書からみた室町．桃山建築野小屋の成立に伴って獲得した奥行の深い平面，自由な柱

配置など構造的変化により，15111§紀初頭には回り番付・時香番付・数字組合番付が既に各地に

成立している, 、この時期は縦挽賑の使用、請負工事の出現，職名としての「棟梁」の登場と併

せ，生産．技術史上の一大画期となる。その後番付がさらに型式分化して播磨・．信越など地域

性が顕著となる様は室町建築界の僻色である。建築界の中心，京都で成立した時香番付は畿内

からさらに街道沿いに伝播し，一方大和では古代以来の方位希付に徹して根強い伝統を物語

るっ桃山時. 代後半には小屋組専用番付としてイロハの組合番付が京都で考案され，軸部と小屋

組が構造的分離を遂げて近世に移行したことを示し，以後全国的に隆盛する。（清水真一）

古代の武具一飛鳥寺塔心礎出土の桂甲一飛鳥寺塔心礎出土の桂甲は，その年代が限定される数

少ない資料である。佳甲を構成する小札の分析, 横綴じの方法, 微し方やその素材の検討, 着用

方法の復原的研究などの結果，飛鳥寺出土の桂甲は，基本的には古城時代の桂甲と同じである

が，腰の部分に外反する小札を用い，草摺部の腰前での重なりを多くとるという違いがある｡

その結果，従来の搾甲より，腰' １１１りにゆとりができて動きやすくなり，、裾も前で左右に開かな

い。これらの点は，技術的に新しい要素であり，防禦具としての機能性の改善と認められる。

時期的，形式的に，古墳時代の抹甲と正倉院伝来の桂甲との接点にある飛鳥寺出土挫甲は，大

鎧の成立に到る古代の武具の変進を考えていく上でも重要な意味をもつ。（小林謙一）

－５５－



調査研究童報

建造物研究室

春日大社末指定建造物の調査財団法人春日顕彰会から依頼を受けて，春日大社の摂末社およ

び旧社殿移殿の調査を行い，同会から「春日大社摂末社等建造物調査報告」を刊行した。

（岡田・細見）

奈良市農家悉皆調査1 9 8 3 年度から継続して行っている。旧奈良町街区を除く古民家の予備調

査で，本年で終了。次年度は二次調査を行う予定。（宮本）

総持寺庭園・池氏庭園の実測調査滋賀県教育委員会の依頼をうけて，長浜市に所在する総持

寺客殿北側の池泉庭園（而職' ’ 2 0 0㎡）と，東浅井郡浅井町に所在する，この地方の土豪池氏の

′ 住宅書院南側の枯山水庭園（而積4 0 0 ㎡）の２カ所を実測した。それぞれについて5 0 分の１の平

面図作成。（安原・匡中・高瀬・内田）

歴史研究室

興福寺典籍古文書の調査昨年度にひきつづき，同寺所蔵の古文書・聖教函のうち，第３，２０，

２８，２９，３３，３４，３５～３６，３７，４１，４５，４６，４８函および長持函に別置されていたものを調査

し，写真撮影を行った。調査は７月，１１月に行い，同調査の間に興福寺文書典籍目録第一巻の

該当部分の原稿の原本点検を完了した。同目録は３月に刊行。

（鬼頭・綾村・寺崎・館野・加藤・八幡他）

法隆寺典籍古文書の調査昭和資財帳の調査の一環として記録・古文書の調査を，奈良国立博

物館と共同で行った。今年度は乙七函から丙四函までの作成および写真撮影を終了した。内容

的には江戸時代の記録が中心であるが，室町時代の記録もままみられ寺史研究の上で貴重な資

料をふくんでいる（鬼頭・八幡他）。なお，文化庁美術工芸課の依頼により法隆寺一切経の重要

文化財指定調査に協力・参加した｡ 1 9 8 5 年７月。（鬼頭・綾村．寺崎）

法隆寺百万塔陀羅尼の調査今年度は，1 9 8 4年度末に新たに発見された陀羅尼経約2 , 0 0 0点に

ついて調査を行い，あわせてマイクロフィルムによる写真撮影を行った。（鬼頭．八幡他）

薬師寺典籍古文書の調査東京大学史料編纂所との第六回共同調査である。前回にひきつづ

き，１０，１２～16 , 20～24函の調書作成，１０函の写真搬影を行った。内容は近世の記録．文書．

聖教が中心である。1 9 8 5 年７月。（鬼頭．綾村．橋本）

醍醐寺古文書調査従来どおり同寺所蔵の古文書の調査・写真撮影を継統して行った。また，

文化庁美術工芸課の依頼によって，同寺所蔵の古文書1 0 0箱分の指定調査に協力・参加した。

1 9 8 5 年８月。（鬼頭．綾村．橋本．八幡）

その他の調査石山寺。1 9 8 5 年７～８月，１２月。（加藤．綾村）

平城宮跡発掘調査部

神野向遺跡の発掘調査常陸国鹿島郡簡推定地の第５次調査。昨年度の郡庁中; 枢部の調査成果

－５６－



をもとに，本年度は郡庁の外郭施設の確認調査を行った令郡庁中軸線から西方１町が自然の急

峻な崖面となるため，これを東方に折り返し方２町の郡庁域を推定。東・南・北方の３カ所に

調査区を設定した。調査の結果，区画施設の確認には至らなかったものの，東方に延ばした調

査区で７棟の掘立柱建物と竪穴状遺構を検出。竪穴状巡椛の蝿土からは「鹿厨」「脚」「介」

「神宮」「東殿」など2 5 0点にのぼる塁審土器が出土し，この一画が１吋の一部を構成することが

明らかになった向郡庁の範囲はさらに広がることが予想され，外郭施設の確認は来年度への課

題として残された｡ 茨城県鹿島町所在, ､ 1 9 8 5 年２月2 0日～３月3 1日、（毛利光・松村）

妻篭宿本陣跡地の発掘調査長野県木曽郡南木曽町にある妻龍宿本陣跡地で行った発掘調査を

指導した, ､ 木陣に関係する明確な遺構はない, ､ １４．１５世紀の陶磁器が多く，この時期に考えら

れる遺構として石列や小Y i 列がある、1 9 8 5 年７月2 5 口～８月９日、（_ l 皇野）

北代遺跡環境整備富山市教育委員会の依頼により縄文時代の集落巡跡の環境整備基本構想の作

成を行った。 1 9 8 5 年４月～ 1 9 8 6 年３月。（尚瀬）

宝塚古墳環境整備三重県松阪市教育委員会の依頼により宝塚１号・２号墳の環境整備の基本

設計を作成したＣｌ9 8 5 年４月～1 9 8 6 年３月〈、（ｍＩＩＩ・水中）

大官大寺環境整備史跡指定・公有化のために地元説明用盗料として大官大寺の環境整備の基

本構想図を作成したつ 1 9 8 5 年 1 1 月。（田中・高瀬）

松花堂跡環境整備石清水八幡宮の依頼により行ってきた松花堂の環境整備も本年度が最終年

度となり，実施設計・施工の指導を行うとともに報告神の作成を行った、『史跡松花堂および

その跡環境整備聯業報告評』。1 9 8 5 年４月～1 9 8 6 年３月。（田' ' - 1 ）

宮跡庭園環境整備奈良市の’ 依頼により行ってきた環境整備は最終年度をむかえ，池辺の植栽

の施工の指導をするとともに報告書の作成を行った。『特別史跡平城京左京三条二坊宮跡庭園

復原整備報告』今1 9 8 5 年４月～1 9 8 6 年３月。（安原・田中・高瀬・本1 1 1 ）

環境整備担当者会議1 9 8 5 年1 1 月2 1 ～2 2 日, ､ １０回目のこの会議は福岡県で行われ、常任担当者

の他，福岡市などの参加もあり，環境整備全般の問題について意見交換が行われた両（I I I I i I ）

埋蔵文化財センター

ゾ・ギジングスク

今帰仁城の写真測量１１１１縄県国頭郡今帰仁城の外郭滴緊の第６次写真測堂を昨年に続いて今帰

仁村が実施，これを指導した。ＳＭＫ1 2 0 , ＳＭＫ４０を使用した地上写真ｏ地表に１ｍ程度しか

あらわれていない石器が，部分的には地下３～４ｍまで残っていることが判明した、なお現在

までで，城全体のほぼ半分の測地を終了している。1 9 8 6 年２月1 7 日～2 8 日。（木全･ 伊東松井）

荒神谷遺跡の探査前年に銅剣3 5 8 本が承いだされて注｢ l をひいた島根県簸川郡斐川町神庭荒

神谷遺跡で，県教委が前年出土地点の周辺をレーダーおよび電磁誘導法で探査，これを指導し

た｡ この結果，銅剣出土地点東方６ｍに金属製遺物の存在を推定。はたして、この地点に銅鐸

６個，銅矛1 6 木が蝿納されていることが判明したの1 9 8 5 年７月８日～1 3 日, 、（西村）

讃岐国分寺僧房跡の発掘調査香川県綾歌郡国分寺町教育委員会による発掘調査の脂導。２１間

－５７－



× ３間の礎石立ち東西棟の東半部を検出｡ 柱間装置（地覆）も良く残り，間取りの復原が可能。

桁行中央方３間を食堂的な共同利用空間とし，東西に桁行３間を単位とする房が各３房（計６

房）連らなる。各房は前面１間通りを吹放し，もしくは昼間の居・住空間に当て，後方の梁間２

間分では桁行中央間を通路，両脇に方１間の室を各２室( 計４室) 設け，中央通路から各室に出

入りするようになっていた、1 9 8 5 年８月～1 1 月, 、（岡田・町田・巽・上原）

瑞泉寺庭園の保存処理鎌倉市にある瑞泉寺の庭園（国指定史跡）の中心部にあたる中之島，お

よび裏山に通じる階段は，すべて凝灰質砂岩で出来ており，近年劣化はなはなだしく，瑞泉寺

が国庫補助を受けてその保存処理を行い，それを指導した。合成樹脂を散布する従来の方法に

よらず，減圧含浸法を採用した。1 9 8 5 年1 0 月６日～1 0 月８日億
( 沢田・肥塚）

－５８－



特別推進研究( 2 ) 古年輪変動データの分析による考占歴史研究〃法の確立１１１中

一般研究Ａ大和における古代豪族の交記の恢域についての復原的研究鬼頭清

〃

１１本' 1 } 士Ｉｌｊ‘ 銅器の材衝分析による締年研究町、

一般研究ＢＩｌｆ代武共の研究猪熊兼

〃

I I r 代水時 I ; | ･ 発達史の研究木下正

考古学史の准礎的資料収集並びに研究佐原
〃

一般研究Ｃわが国古代における蝋瀧# ' f 造の復原的研究Ｉ：楽善

駅家の考古学的研究 ’ １１中敏
〃

奨励研究Ａ西宮記諸写本の校合を辿してふた平安時代儀式のWl I 光橋本義

西Ｈ本における弥 ' k 時代後期上器の細年的研究岩永櫛
〃

「ヘラ‘ 把妙ｊをもつl : 器に|則する研究一その分ｲ i j と地域| ' | ; －四ｌ】寿
〃

考古学における動物過( f 体のJ 1 聯的研究一ﾘ 眺標水の作成を｜公ル
〃

『' ' 心として－

猟状鏡板態に側する姻漣的研究化谷
〃

洞造文化財における経年変化の定吐的解析に関する研究内ＩⅡ昭
〃

建築A 職1 にぷる室町建築界の地域| ' k に関する研究治水災
〃

１１本庭圃における最観W f 成に関す- る研究本ｒｌ可
〃

試験研究（１）発掘遺柵を対象とする簡粉写真測I i k 法の| ) H 発研究伊東太

特定研究（１）l l I I 1 1寺を‘ I ｣ 心とする出土ｲ <材の保存法の改良と考I I f 学的処築坪井清

史学的研究

I 堂』擬幽劣航空写典怖報 ”

海外学術調炎１１本と1 1 ' ＩＲＩにおける郁市の比較的研究（予Mi I 淵j f ）〃

舘野和己

( 5 ) 1 9 8 5年1 0月1 9日藤原宮第4 6次発掘調査

（新庁舎予定地）大脇潔

( 6 ) 1 9 8 5年1 1月２１．１滴神遺跡第５次発掘調在

立木修

( 7 ) 1985年１１月231 - 1平城宮跡第169次発掘調査

（第二次刺噛院朝庭域）本中真

( 8 ) 1 9 8 5 年１２月1 4 日平城京右京八条一坊十四坪

発掘調代杉 1 1 1 洋

( 9 ) 1 9 8 6年３月1 5 1 1平城宮跡鋪1 7 1次発掘調査

（第一次朝唯院東南部）イビ谷満

平城宮跡資料館・覆屋公開

( 1 ) 春季特別公附1 9 8 5 年４月2 7 日～５月６日

見学嵩9 , 1 4 9 名

秋季特別公開19 8 5年1 0月2 6日～1 1月1 0日

見学者1 7 , 4 6 7箱

( 2 ) 見学群数

Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

（１）1 9 8 5 年５月1 8 日第5 7 回公開講減会

「象朕遺物の保存科学的研究」秋山隆保

「縄文文化の起源」土肥紫

( 2 ) 1 9 8 5年1 1月９日館5 8回公開識演会

「番付腿諜から象た室町・桃l I I 進築」

満水真一

「古代の武具一飛鳥寺然心礎の雄I | ｣ 」

小林雛一

現地説明会

( 1 ) 1 9 8 5 年６月2 9 Ｈ平城京左京九条三坊十坪発

掘調査田辺征夫

( 2 ) 1 9 8 5年７月６１１平城宮跡蛎１６５次発掘調査

（南面大垣一壬生門東一）儒本疑則

( 3 ) 1 9 8 5 年９月1 4 日平城京右京八条一坊十三坪

発掘調査千 1 1 1 剛道

( 4 ) 1985年９月26日・271 - 1平城寓跡第167次発

掘調査く見学会＞( 南面大塊一展ﾉ | 皇門西一）

１８，００Ｃ

３０Ｃ

5００

I ﾒ ：分盗料館｜陵瞳 ‘ 汁

3 , 1 0 0

1985年’ 73, 024153, 320126, 344

染ｉｌ・’ 7 2 0 , 5 6 0 1 , 0 2 5 , 6 2 6 1 1 , 7 4 6 , 1 8 6

1 , 5 0 0

資料館は1 9 7 0 年度，斑展は1 9 6 8 年度以降の采‘ 汁

2 1 9 8 5 年文部省科学研究費補助金による研究

7００

研究代炎若｜交付額課 胆群研稲 別

90Ｃ

64, 000千l 聖

中
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Ⅲ
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東

井

琢

明
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史

真

通

史

則

三
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浩

人

一

興

作

足

奈良国立文化財研究所要項

引叩

９０Ｃ

9００

6００

20件

1，９００

９０Ｃ

５０Ｃ

ｊｍＯ

116 , 120

５，１０Ｃ

計

－５９－

5 , 0 5 0

3 , 2 0 0

6, 87Ｃ



４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保護に資することを目的

として主に地方公共団体の埋蔵文化財保護行政担

当者を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（写真測量: 課程）

1 9 8 5年４月1 8日～４月2 7日（参加者1 3名）

( 2 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（縄文時代遺跡調査課程）

1985年５月10日～５月21FＩ（参加者26名）

( 3 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（石造物調査課程）

1 9 8 5年６月４口～６月６i ･ Ｉ（参加者3 0名）

( 4 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財担当蒋務職員特別研修

（埋蔵文化財基礎課程）

1985年６月14F１～６月20日（参加者33名）

( 5 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者一般研修

（一般課径）

1 9 8 5 年７月２日～８月９日（参加者2 4 名）

( 6 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（鉄器保存課程）

1 9 8 5年９月３日～９月2 0日（参加者1 6名）

( 7 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発捌技術者専門研修

（埋蔵文化財情報課程）

1985年10月１日～10月11日（参加者30名）

( 8 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（士脚隈ゲ課程）

1985年10月2211～10月24日（参加者22名）

( 9 ) 昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（予備調査課程）

19 8 5年11月１日～11月19日（参加者20名）

⑩昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺跡保存整備課程）

1 9 8 5年1 2月３日～1 2月９日（参加者2 7名）

( １１）昭和6 0 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（環境考古課程）

1 9 8 6 年３月７日～３月2 6 日（参加者2 3 名）

研修典一覧表

股5 1 , 8 1 8 2 7 , 7 2 2

陳列品購入

栗原寺軒丸瓦岡酒船禰（模）

３飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示

第二展示室特別展示「大官大寺」

（1985. 4. 23～1985. 5. 26）

特別展示「日本と韓国の塑像」

（1985. 10. 3～1985. 11. 24）

普及

前年同様インフォメーションルームで観覧者の

質問に応じている。また，特別展示の図録として

｢ 大官大寺｣ 及び｢ 日本と韓倒の塑像｣ を刊行した。

入館者数（19s ５．４．１～1986 . 3 . 3 1開館Ｈ数315日）

－６０－

氏名 ’

服部哲則

加' １，・千恵子

Ｋｉｍ, Ｈｏｎｇ－Ｊｕ

小林直人

商森英純

前川依久雌

文永彬

鮮衡

弛培隆

岡ｌｌＩ真知子

所属｜受入れ期間｜受入れ室

( 財) 千葉県文化財センター調在

研究典

兵庫県教委技術職典

慶州倒立博物館学芸士

三重県教委ﾘ f 1 : 外研修生

( 鈴鹿市立稲生小学校教諭）

同上

( 嬉野町立職川小学校教諭）

同上

( 上野市立丸1 1 1中学校教諭）

韓国文化財梼理局専門委典

北京大学研究生

映西竹文物符理委典会

徳島鼎博物館学芸典

１９８５．５．７～

１９８５．５．２７

１９８５．５．８～

１９８６．３．２７

１９８５．７．８～

１９８５．９．２０

１９８５．９．１～

1985. 11. 30

1,985,0,～

119851228

1985. 12. 15～

１９８６．４‘ １４

１９８６．２．３～

１９８６．２．２８

1986 . 2 . 1 0～

１９８６．２．２１

1986 . 2 . 1 4～

１９８６．２．２１

遺物処理研究室

上

上

１

１

飛鳥藤原宮跡発掘調

迩部

平城宮跡発掘調査部

側上

建造物研究室

埋蔵文化財センター

研究指導部

側上

遺物処理研究室

研修指導内容

出土辿物の保存処理につ

いて

埋職文化財の保存処理

金城傑作処理

埋蔵文化財の発掘洲在お

よび保存について

上

上

側

岡

建造物修理と発掘調迩に

ついて

発掘洲在の方法と測品法

等

測地および発掘調強等

保存科学研修

杵通観覧

l 団体観覧
有料 無料 合計

'42,7601

227, 056

商・大生

小・中生

削 84, 296

11, 009



発掘調査・整備・探査指導

（北海道）附陽ﾒ L 遺跡，‐ 1 2 , と悶勝l I l 館跡，美利

河遺跡，（岩手ﾘ , ＤＣ越制廷1 札鴨岡城跡，ノL 戸

城跡，肌沢城跡，（宮城叫９多f I i 城跡，MI l I I 遺跡、

( 山形県）押出辿跡，洲、１３辿跡，（福島県）薬

師堂石仏，惣日寺跡，関和久上町遺跡，（淡城ﾘ Ｉ９

神野向遺跡，（栃木県）足利学校跡，下野閏庁跡，

下野薬師寺跡，（鮮馬県）上野| : I < 1分. 序跡，′ i ･ 2通迩

跡，（神奈川県）瑞泉寺庭悶，小、原城跡，（常

山県）じようべのま辿跡，安耐城跡，桜町追跡，

北代迩跡，（福井県）I I f 河遺跡，（長野県）綴木

城二の丸御殿跡，森将耶塚' ' １･ 戦舞龍宿本陣跡，

! ' ･ ' 央道長野線遺跡，信挫岡府遺跡，（岐' ; 1 . 県）峡

' ; １. 城跡千個: 蚊，尚I | |城跡，災淡倒分･ J f 跡，（静岡

蝶）勝問田城跡，横弧伐城跡，大谷川遺跡、（愛

知県）尾張園府跡，．- ﾐ 河脚分､ 予跡，（三I 初I ！）斎

富跡，牧虹窯跡，里見廃寺，近畿I ‘ 1 励屯道閃伊勢

線遺跡，一般同道１号他山バイパス遺跡，噸1 1 1 遺

跡，（滋賀県）総持寺庭園・池明氏庭圃，針江川

北遺跡，（京都府）渦雌寺跡，山城脚分寺跡，丹

波周分寺跡，福堆塚窯跡，大覚』f 御所跡，滋笠谷

窯跡，（大阪府）雌波桝跡，ＩｊＬ１天I ; 寺境内跡，野

1 ' １寺，三ツ塚古戦，沖蛍城l l l l I f 職，長原遺跡，御

I mi i f 塚占戦，風土記の丘地域，大阪l 『州ド地域，

( 兵庫県）播勝閏分寺跡，感状l { I 城跡，辻井遺跡，

新宮・宮内遺跡, 桜ケ厭釧鯉・釧父，七日市遺跡，

伊和中山古城，淡路悶分寺，川岸遺跡，大山維園，

伊和中山４号戦，（奈良県）新沢下塚l I f 噛群，飛

鳥水落遺跡，ルI 『1 1 , . ．鍵遺跡，（和歌１１呪）上野廃

寺跡，秋月遺跡，（島限り, ９荒神谷遺跡，数晃寺，

出需雨山代郷上倉跡、邪見銀11 1跡，（岡i 1 1 ﾘ I ↓ ）大

廻小廻山城跡屯1 1 1 世跡，圃井土ｊ| : 遺跡，美和山

占噛祥，（広島県）ｌＹｆ戸丁･ I l i l : 町遺跡，大寓遺跡兼

代地区，（I l l n県）大| ﾉ j 氏辿跡，延行条1 K遮跡、

土井ケ浜遺跡，綾継木郷遺跡，（徳! ; ﾙ ﾘ ＩＤイキ杉1 1 1

遺跡，阿波函府跡，（呑川ﾘ I L ）識岐倒分寺跡，７ｉ

滴尾山古噛群，（感媛県）松' 1 1 城跡三の凡久米

高畑遺跡，（高知県）高知空港紘張地腫．（福岡

県）太宰府跡，．E塚, l f j l ' f ，惟木111遺跡，（佐礎県）

大黒町遺跡，名護段城舷びに陣跡，谷口古噛，

( 長崎県）州島和蘭商館跡，帆水力熊野神社遺跡，

伊水力遺跡，（熊本県）塚原1 1 , . 1 畑ド，風- 上記の丘

地域，（大分り! ｛）弥勤寺旧境内，磯後間分群跡，

カヲソドヤi I f 噸，（宮崎県）並ケ池枇穴昨（i ' | ’

細り, ９門1 K 城跡，フルスト原辿跡，今帰仁城跡，

崎枝・赤崎遺跡

埋蔵文化財ニュース刊行

節5 1号城館｣ 1 1 : 発掘i 淵在・分布調在報併i 【ドー覚

館5 2 号埋蔽文化財関係調在報ｲ ｉｆ‘ 【等のI : Ｉ行数．

発伽脳等件数の惟移

節5 3 号ｊＩＭﾙ ﾘ i 文化財発掘届出件数と発掘調在出川

の推移

鮒5 4 号地方公共l ﾘ １体雌蔵文化財保謹発州' | 調介機

関等の現状

５その他

委員会等

鋪l 2 I l l 1飛‘ 鳥涜料館運営脇, 談会

1 9 8 5年５）) 1 5 1 1於飛鳥盗料館

平城・飛鳥藤l 舟噛跡調1 制剛| i 指導委典会

1 9 8 5 年６j j 2 8 1 j ・２９１１於平城宮跡賛料館淋堂

保岬: | ･ 学研究集会

1 9 8 6 年３月2 4 1 - 1 . 2 5 1 1 於平城富跡資料館碓聡

外国出張

坪| : ｉｌｌｉ足考占学に関する学術交流及び調在のた

め中華人民共和圃へ出張

1985年６月３１１～同年６ｊｊｌ８Ｉｉ

ｌｌ水と中| ･ K l における郁市の比絞史的研

究のためI ' . ’ 華人民共和岡へ出張

1 9 8 5年９月１１－１～同年９月30口

保存に関する研究協議会出席のためイ

タリアへ出張

1 9 8 5年１２月４１１～同年1 2月９日

' ' ' ' ' １琢考古学に関する学術交流及び調在のた

め' ' 1 堆人民共和同へ出張

1 9 8 5 年６月３日～同年６月1 8 Ｈ

町川章考I l f 学に関する学術交流及び調炎のた

め' ' １堆人民共和雨へ出張

1985年６月31 - 1～同年６月181｣

悔水長二郎考古学に関する学術交流及び調在の

ため! ' 』堆人民共和圃へ出張

1 9 8 5 年６月３日～同年６月1 8 口

東南アジア氏家の系統的研究のためイ

ンドネシア，タイへ出張

19 8 5年８月９，～同年９月25 1 . 1

淵熊旅勝展随会のための韓同･ 占代仏教美術の読

恋のため大撚民悶へ出張

1 9 8 5 年6ノ1 2 3 1 1 ～同年７月5日

－６１－



展覧会のための韓圃古代仏教美術品の

借用のため大韓民国へ出張

1 9 8 5 年９月1 1円～同年９月2 0日

展随会のための郷国古代仏教美術品の

返却のため大韓民国へ出張

1985年11月29Ｈ～同年12月13日

沢田正昭考古学に関する学術交流及び調森のた

め中華人民共和雨へ出張

1 9 8 5 年６月３日～同年６月1 8 日

松本修自ローマ文化財修復国際セソクーの建造

物保存コースに参加及び事前の語学研

修のため連合王同，イタリアへ出張

1 9 8 5年11月23日～198 6年６月９日

土肥素内陸アラスカの考古学的研究のためア

メリカ合衆国へ出張

1 9 8 5年７月1 3日～同年８月3 1日

小林謙一展覧会のための総国古代仏教美術品の

調査のため大韓民国へ出張

1 9 8 5年９月1 1 F I ～同年９月2 0日

井上和人展覧会のための韓爾古代仏教美術の調

査のため大韓民扇へ出張

1 9 8 5 年６月2 3 日～同年７月５日

井上直夫展覧会のための韓扇古代仏教美術の調

査に伴う搬影のため大韓民同へ出張

1 9 8 5 年６月2 3 F I ～同年７月５日

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の圃

有化を進めており，1 9 7 2 年度から当研究所が文化

庁から支出委任を受けて買収事務を担当している

が，1 9 8 5 年度の状況は下記のとおりである。

区分｜面積金額

1 9 8 5 年度’ 7 , 8 9 4 . 4 7 , 2 271, 932, 999円

固有地合計’ 2 9 3 , 6 4 2 . 7 1 1 7 , 6 3 3 , 1 6 2 , 1 8 9

Ⅱ図書及び資料

図書9 0 , 0 9 2 冊 ( 1986. 3. 30）

区分｜種別恥入寄贈 ’ 計

和漢. ‘ ＩＦ’ １，８１７１６，７３９１８，５５６

鵬捌３

洋秤 ’ １４５１１４２１２８７

和漢丹’ ４０，７９１１４３，３９３１８４，１８４

累計

洋ＩｉＦ’ ５，０３６１８７２１５，９０８

写真3 1 7 , 9 1 0 点（1 9 8 5 年度末現在）

－６２－

Ⅲ研究成果刊行物

1 1 9 8 5 年度刊行物

名 称

学報第4 4 冊平城京左京三条冥坊六坪発掘調査

報告

史料第2 8 冊平城宮木簡四

第2 9 冊興福寺蕨典鰯交番目録第一巻

例録第1 4 冊日本と韓国の塑像

第1 5 冊飛鳥寺

報告講等昭和6 0 年度平城宮跡発掘調査部発掘調在概

報

飛鳥・藤原宮発掘調査慨報

平城宮発掘出土木簡概報1 ８

平城京左京九条三坊十坪発掘調査報僑

２前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

年度

75雨

1955

1956

1957

195Ｒ

1959

1 9 6 0

1961

1 9 6 2

1963

1 9 6 5

1967

1969

1971

1973

1 9 7 4

1９７５

1976

1 9 7 7

１日hn8

節１冊

第２冊

第３冊

第４冊

第５冊

第６冊

第７冊

第８冊

第９冊

鈍10冊

第11冊

節12冊

第13冊

第14冊

篭15冊

第16冊

第17冊

第18冊

第19冊

第20冊

第211，

第22冊

館23冊

第24冊

第25冊

第26冊

第27冊

鋪28111｝

鋪29冊

第30冊

第31冊

第32冊

第3 3冊

雛34冊

第3 5冊

稿祢

仏師連慶の研究

修学院離宮の復原的研究

文化史論叢

奈良時代倫房の研究

飛鳥寺発掘調査報告

中世庭園文化史

興福寺食堂発掘調在報告

文化史論叢Ｕ

川原寺発掘調査報告

平城宮跡・伝飛鳥板蒜宮跡発掘調査報

/ 燈

ＩＪ

Ｉ売家建築のＷｉ究

巧匠安阿弥陀仏快慶

護殿造系庭園の立地的考察

レースと金他舎利塔に関する研究

平城宮発掘調査報告Ⅱ官衝地域の調

査

平城宮発掘調査報告Ⅲ内典地域の調

査

平城宮発掘調査報告1 Ｖ官筒地域の調

査

小堀遠州の作事

藤原氏の氏寺とその院家

名物裂の成立

研究論集Ｉ

研究論集Ⅱ

平城宮発掘調強報告V Ｉ平城京左京一

条三坊の調査

高1 ｣ １－町並調在報告一

平城京左京三条二坊

平城宮発掘調査報侮Ⅶ

飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ｉ

研究論集Ⅲ

木曾奈良井一町並調査報告一

五条一町並調査の記録一

飛鳥・藤原宮発掘調在報告Ｉ

研究論集Ⅳ

イタリア中部の－山岳災落における民

家調査報告

平城宮発掘調在報告Ⅸ

研究論集Ｖ



504, 218千円

671, 909

４，３８２

５６，５０６

1, 591

436, 445

５４ｫ５９０

４６，５５４

４２，００６

29, 835

413, 133

25, 328

279, 396

100, 000

８，４０９

Ｈ木1 1 r 代の墓誌銘文篇

, ｉｆ代の誕生仏

飛鳥時代のI I f 墳一I 断掻塚とその周辺一

Ｈ本７１丁代の鴫尾

' 11111寺股

, 断松塚拾年

渡来人の寺一桧隈寺と坂川寺一

飛鳥の水時計

小建築の世界一埴輪から瓦塔まで－

藤原宮一､ ' ４世紀にわたる調査と研究一

人件災

運営斑

４ｆ業櫛理

一般研究

緋別研究

発棚調愈

宵跡唯伽管理

飛鳥資料館巡営

埋蔵文化財センター運憐

新庁舎維持播理等経費

施没１Ｍ

施設稚備我

平城富跡等盤備饗

ィく動産雌入費

各所修繕饗

節4111｝

第５冊

第６冊

節７１Ⅲ

鰯811｝

鰯９冊

鋪10冊

第111Ⅲ

第12冊

鋪1 3冊

1 9 8 6 年度１２２１４６４９１

－６３－

平城富盤附閥査報告Ｉ

飛鳥・藤原宮発掘洲充報ｲ ﾔ Ⅲ

研究論災Ⅵ

平城宮発掘調査報告Ｘ

平城宮発掘調森報告> ｑ

研究論集Ⅶ

平城宮発掘調在報告MI

I １本における近世民家（農家）の系統

的発膜

1 9 7 F

第36冊

第37冊

第38冊

第39Ⅲ｝

第40冊

第41冊

第42冊

第4 3冊

建物

１．庁舎|:淵|Ｉ

1９７９

1979

1980

1981

1982

1 9 8 9

198Ｃ

1981

1984

1９８４

称

奈良国立文化財研究所史料

Ｖ予算（1 9 8 5 年度）

年度 称塙

Ⅳ定員

第１冊

第２冊

第３冊

第４冊

第５冊

第6111｝

第７冊

第８１１１｝

第９冊

1 9 5 4 第１冊南無阿弥陀仏作群雌（複製）

1 9 5 5 第２冊西大寺叙雌伝記集成

1 9 6 3 雛３冊仁和寺史料寺誌細1

1 9 6 4 館４冊俊乗坊重源史料集成

1 9 6 6 第５冊，I z 城宮, k 簡１図版

1 9 6 7 第6 1 1 1 ｝に和寺史料寺誌細2

1 9 6 9 第５冊、1 z 城' 9 木簡１解説（別冊）

1 9 7 0 第７冊麿招提寺史料1

1 9 7 4 第８冊、1 z 城宮木簡２Ⅸ1 版・解説

第９冊’ 1 本美術院彫刻等修理記録1

1 9 7 5 第1 0 冊１１本美術院彫刻等修理記録1

1 9 7 6 第1 1 冊’ 1 本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

1 9 7 7 節1 2 冊藤原宮木簡１１刻版・解説

第1 3 冊Ｈ本美術院彫刻等修理記録Ⅳ

1 9 7 8 第1 4 冊’ 1 本美術院彫刻等修理記録Ｖ

第1 5 冊東大寺文予Ｉｆ目録第１巻

1 9 7 9 第1 6 冊’ １本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

鋪1 7 冊平城富木簡３凶版・解説

第1 8 冊藤原富木簡２図版・解説

第1 9 冊東大寺交沸目録第２を

１９８０第2 0 冊Ｈ本美術院彫刻等修理記録Ⅶ

第2 1冊東大寺文' 1 ｆ目録第３巻

1 9 8 1 第2 2 冊七大寺巡礼私記

第2 3 冊東大寺文書目録第４を

1 9 8 2 第2 4 冊東大寺文諜目録第５を

第2 5 冊、I z 城寓出土塾抑土器集成1

1 9 8 3 第2 6 冊束大寺文秤目録第６巻

1984第27111｝木器集成図録一近畿11『代篇一一

区分|脂定職|行政職目|行政職ﾛ|研究職｜計

飛鳥白肌の在銘金銅仏

飛鳥白肌の在銘金銅仏銘文箭

Ｈ本古代の荘誌

27, 375㎡

8, 860㎡

20, 382㎡

17, 092㎡

８０㎡

1, 343㎡

1, 347, 764㎡

1, 076, 010㎡

293, 642㎡

5, 041㎡

23, 884㎡

23, 293㎡

1 9 8 5 年度 ’ １２２１４１６６１９３

年度

説

説

解

解

１

２

３

４

５

６

７

８

９

細

細

細

細

編

瓦

醒

細

綿

綿

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

細

瓦

瓦

瓦

奈良国立文化財研究所基準擬料

年度

堀

稽

称

1, 589, 260

飛鳥資料館図録

I汁

' 978

1979

1980

1 9 8 3

L一

' 973

1974

1975

1 9 7 6

Ｎｉ漁！

' 撚撫



6４

群務補佐貝（庶務部庶務課）に採用

西嶋禰美

研究補佐貝( 飛鳥藤原宮跡発掘調在部）

に採用小寺誠

常1 1 1 工業高等専門学校欝務部長に配股

換大村幸男

文化庁文化財保護部建造物課主任文化

財調査官に配置換吉田靖

京都倒立博物館学芸課考古室長に配置

換 森郁男

滋貨医科大学教務部学生課長に転任

蒋井明

大阪大学レーザー核融合研究センター

業務節二係長に転任林勝彦

文化庁文化財保謹部記念物課に娠任

佐藤信

国立民族学博物館情報管理施設技術室

に転任中川隆

５月１Ｈ庶務部会計課用度係長に外任

西村博美

奈良園立博物館管理課会計係長に転任

新井緋治

５月 2 2 日死亡

（平城富跡発棚調査部主任研究官）

西弘海

７月１１１平城宮跡発掘調森部主任研究宮に昇任

千田剛道

平城宮跡発掘調査部主任研究鴬に昇任

山崎信二

飛鳥藤原宮跡発掘調在部主任研究官に

昇任岩本圭輔

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究博に

昇任大脇潔

８月2 0 1 1 撫務補佐貝（埋厳文化財センター教務

室）に採用築山蕪

辞職

宮崎弘美

1 2 月3 1 日辞職

佐藤興治

１月１「１庶務部会計課専門職貝に昇任

柿木治

庶務部庶務課専門職員に記侭換

西田健三

平城宮跡発掘調査部辿隣調在室に採用

分|木庁舎|平城|藤原鵬制繍|計
ｘ

６４

３８４

５７６

２５６

１，６８６

２００

１．９４５

ｎｆ

３０４

２７４

３６

５９

国

111

２．備舎等 5 9 1 ㎡

電要文化財旧米谷家化宅 2 1 3 ㎡

郡山構舎〈一 ) ，ロ 1 5 3 ㎡

飛鳥資料館宿舎 2 2 5 ㎡

主要工事

( 1 ) 施設整備 1 1 ｔ千 ' １１

昭和6 0 年度飛鳥藤原宮跡発伽調査部遺物倉

庫新営工事 2 , 3 3 0

( 2 ) 平城宮跡地等整備礎

平城富跡宮内裕南殿輔二殿復原工事8 9 , 0 0 0

平城宮跡環境整備昭和6 0 年度第一期工事1 1 4 , 8 0 0

平城宮跡椛内道路補修等工~群3 , 9 0 0

平城宮跡環境整備昭和6 0 年度鮒二期工撫6 4 , 0 0 0

6 . 7 9 3

ｚ

１

０

７

６

２

９

８

４

脚

９

７

３

４

８

４

６

６

．

。

．

。

！

㎡

1, 10Ｃ

2, 188

1, 093

５０２

４７３

１，２２４

４８６

１，６５６

６３７

10,90813,2sO'2,682136123,699

Ｉ１Ｔ

568

1, 419

1, 021

３３８

I1r

138

4 1 8

3Ｇ

' 1 ｆ勝篭

研究室

盗料･例i I 続

会談室

識唯

展示室

写真室

覆瞳･ 展示陳

車 庫

倉庫･ 収蔵庫

研修練

その他

Ⅶ人事移動

（1985年４月111~1986年3ﾉﾘ3111）

４月１１号Ｉ庶務部長に昇任

伊藤省三

埋蔵文化財センター教務室長に昇任

東谷久夫

平城' 菖跡発掘調在部考古第二調査室長

に昇任田辺征夫

庶務部会計課経理係長に昇任

山ｎ．砿治

庶務部会計課経理係経理主任に昇任

小林雅文

埋蔵文化財センター情報資料室に転任

包国征治

平城宮跡発掘調在部考古第三調査室に

記侭換花谷滞

飛鳥藤原宮跡発掘調在部造椛調在室に

配淵典深沢芳樹

2，２４１

P 卿 8７

８４

１２３

１，４１６

１．７４弓

２５９９．１

２，１４４４８フ

１１８１，０６２

7, 692

1, 416

5, 202



烏田敏男

３月３１日辞職（任期満了）

坪ｊＩ：満足

辞職（定年退職）

米田一二三

辞職

菊本洋子

Ⅷ組織規定

文部省組織令抜堆

昭和5 9年政令館1 2 7蹄

昭和59年７j 111. 1余部改TI ；

節1 0 8 条

２前項に定めるもののほか，文化庁に次の施設

等機関を侭く°

阿立文化財研究所（前後略）

第１１４条両立文化財研究所は，文化財に関する

調査研究，盗料の作成及びその公表を行う機関

とする。

２同立文化財研究所には，支所を瞬くことがで

きる。

３爾立文化財研究所及びその支所の名称，位侭

及び内部組織は，文部禰令で定める。

文部省設置法施行規則抜華

昭和2 8 年１月1 3 1 1 文部竹令第２妙

追加昭和4 3年６ﾉ j l 5 H文部竹令第２Oザ

昭和45年４月171 . 1文部禰令第11号

昭和4 5 年４月1 2 日文部符令第６妙

昭和4 9年４月1 1 1 1文部門令第1 0サ

昭和5 0 年４月２１１文部禰令鋪1 3 湯

昭和51年５〃101 . 1文部門令第16号

昭和5 2年４j j l 8 I 1支部門令第1 0サ

昭和5 3年４月５１１文部箇令第1 9脇・

昭和53年９月９１１支部禰令第33 } j ・

昭和5 5 年４月５１１文部宵令第1 4 号

昭和5 5 年６月2 5 日文部撒令第2 3 号

昭和58年10月１日文部符令第25 ) j ・

昭和5 9 年７月1 1 1 文部櫛令第3 7 号

第５章文化庁の施設等機関

第４節同立文化財研究所

節１１６条の９同立文化財研究所の名称及び位侭

は，次の表に掲げるとおりとする。

稿称位縦

東京同W § 文化財研究所東京邪台刺又

奈良厩泣文化財研究所｜奈良ﾘ ﾑ 奈良市

第２款奈良倒立文化財研究所

( 所長）

節1 2 3 条奈良倒立文化財研究所に，所長を極

く。

２所長は所務を学理する。

（内部組織）

鮒1 2 4 条奈良阿立文化財研究所に，庶務部，建

造物研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘

調在部及び飛鳥藤原寓跡発掘調在部を侭く。

２前夜に定めるもののほか，奈良阿立文化財研

究所に，飛烏盗料館及び埋蔵文化財センターを

ｆ'tく°

（庶務部の分課及び‘ ＩＦ務）

館1 2 5 条庶務部に，次の二課を撒く。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の事務をつかさどる。

一職員の人覗に関する事務を処理すること。

二職員の隔利厚生に関する事務を処理するこ

と。

三公文諜頬の接受及び公印の祷守その他庶務

に関すること。

四この研究所の所堆聯務に関し，連絡調整す

ること。

菰この研究所の所掌に係る遺撒及び遺物の保

令のための鮮附に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属

しない撫務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる。

一予算に関する．聯務を処理すること。

二経班及び収入の決算その他会計に関する事

務を処理すること。

三行政財産及び物1 1 1 1 1 の管理に関するT l ｆ務を処

理すること。

四庁舎及び設備の維持，笹理に関するﾂ f 務を

処理すること。

庇庁内の取締りに関すること。

（建造物研究室等の桝務）

第1 2 7 条建造物研究室においては，建造物及び

伝統的建造物群に関する調査研究を行い，並び

にその結果の公表を行う。

２雁史研究室においては，考占及び史跡並びに

歴史資料に関する調在研究を行い，並びにその

結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び’ 1 Ｆ務）

館１２８条平城宮跡発掘調査部に，考古第一調査

－６５－



室，考古第二調査室，考古第三調在室，遺構調

査室，計測修景調査室及び史料調査室を随く。

２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次

項から第六項までに定める事務を処理するほ

か，その発掘を行う。

３考古第一調査室，考古第二調査室及び考古第

三調査室においては，別に定めるところにより

分担して，進物（木簡を除く）の保存盤理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

４遺構調査室においては，辿構の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

５計測修殿調査室においては，巡構の計測及び

修般並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥藤原宮跡発堀調査部の四室及び事務）

第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に，考古第一

調在室，考古第二調査室，辿構調査室及び史料

調在室を置く。

２前項の各室においては，藤原宮跡及び飛鳥地

域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から

第五項までに定める事務を処理するほか，その

発掘を行う。

３考古館一調査室及び考古第二調在室において

は，別に定めるところにより分担して，遺物

（木簡を除く）の保存整理及び調査研究並びに

これらの結果の公表を行う。

４巡構調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究，辿職の計測及び修景並びにこれらに

関する調査研究並びにこれらの結果の公表を行

う。

５史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥演料館）

第1 3 0 条飛鳥資料館においては，飛鳥地域の歴

史的意義及び文化財に関し，国民の理解を深め

るため〉この地域に関す為考古資料，歴史資料

その他の資料を収集し〆保管して公衆の観瞳に

供し，あわせてこれらに関する調査研究及び覗

業を行う。

（飛鳥資料館の館長）

第1 3 1 条飛鳥資料館に館長を侭く。

２館長は，館務を掌理する。

（飛鳥資料館の二室及び事務）

第1 3 2 条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室を侭

く。

２庶務室においてば，飛鳥賛料館の庶務，会計

等に関する事務を処理する。

３学芸室においては，次の事務をつかさどる。

一飛鳥地域に関する考古資料，歴史資料，建

造物，絵画，彫刻，典籍，古文, 醤その他の資

料の収集，保管，展示，模写，模造，聯其の

作成，調査研究及び解説を行うこと。

二飛鳥地域に関する図森，写真その他の資料

の収集，整理，保管，展示，閲覧及び調査研

究を行うこと。

三飛鳥盗料館の事業に関する出版物の編集及

び刊行並びに普及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

館1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の

事務をつかさどる。

一埋蔵文化財に関し，調査研究及びその結果

の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調交及び保存整理に関し，地

方公共団体の埋蔵文化財調査関係職員その他

の関係者に対して，専門的，技術的な研修を

行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地

方公共団体の機関その他関係の機関及び団体

等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び

助言を行うこと。

四埋蔵文化財に関する情報資料の作成，収

集，整理，保管及び調査研究を行い，並びに

地方公共団体の機関その他関係の機関及び団

体等の求めに応じ，その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を低く°

２前項の長は，埋蔵文化財センターの事務を掌

理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

鋪１３５条埋蔵文化財センターに，教務室，研究

指導部及び情報漬料室を液く。

（教務室の事務）

節1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す

る事務を処理するほか，埋蔵文化財センターの
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庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部の六室及び’ 1 Ｆ務）

第１３７条研究指導部に，考占計画研究室，集落

遺跡研究室, 発掘技術研究室, 遺物処理研究室，

測歎研究室及び保存工学研究室を侭く。

２考古計画研究室においては，第１３３条第１号

から第３号までに掲げる号, l ¥務（他の室の所掌に

属するものを除く）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては，集落遮跡に関

し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事

務（遺物処理研究室，測並研究室及び保存工学

研究室の所掌に閥するものを除く）をつかさど

る。

４発堀技術研究室においては，辿跡の発掘技術

に関し，第１３３条第１号から節３号までに掲げ

る．' 脚務をつかさどる。

５遺物処理研究室においては，遺物の処理に関

し，第１３３条第１号から鋪３号までに掲げる湘

務をつかさどる。

６測{ ｉｔ研究室においては，埋蔵文化財の測ﾙ ﾋ に

関し，第１３３条第１号から第３号までに掲げる

聯務をかさどる。

７保存工学研究室においては，遺跡の保存整備

に関し，節１３３条節１号から第３号までに掲げ

る郡務をつかさどる。

（情報淡料室の４１: 勝）

節１３８条情報盗料室においては，鋪１３３条第４

号に掲げる．，1 1 : 務をつかさどる。
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